
人口と世信
4月1日現在 ()内は対前年同月比

・人口 132.542人 (+30人)
[うち外国人903人]

男 65，746人(ー106人)
女 66，796人(+136人)

・世帯 51.593世帯 (+534世帯)

※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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男
女
共
同
参
画
条
例
が
7
月
E
日
ス
タ
ー
ト

我
孫
子
市
男
女
共
同
参
画
条
例
が
3
月
の
市
輔
会
定
例
会
で
可
決

さ
れ
、
ア
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
男
性
も
女
性
も

市
民
一
人
ひ
と
り
が
尊
宣
さ
れ
、
個
性
や
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
条
例
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
条
例
は
、
市
民
や

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進

懇
談
会
」
が
紫
案
を
作
成
し
、
昨
年

8
月
に
市
に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
懇
談
会
の
紫
案
に
対
す

る
市
民
の
意
見
を
広
く
募
集
し
(
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
)
、
市
の
紫
案

を
ま
と
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
の
繁
案
に
つ
い
て
も

市
民
か
ら
の
意
見
公
募
を
行
い
条
例

案
を
策
定
し
、

3
月
の
市
議
会
邑
街

会
に
提
出
し
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

(
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
意
見
と
市
の

考
え
方
は
2
面
に
)

男女共同参画条例の前文

条

例

の

内
r骨唱

台

。
市
民
の
権
利
と
責
務

市
民
は
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社

会
的
、
文
化
的
そ
の
他
い
か
な
る
分

野
に
お
い
て
も
性
別
に
よ
る
差
別
を

受
け
ず
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

権
利
を
持
つ
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、
お
互
い
の
権
利
を
認
め
合

う
こ
と
を
市
民
の
責
務
と
し
ま
し
た

0

0
8
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

男
女
共
同
参
画
の
基
本
的
考
え
方

と
し
て
、
次
の
8
項
目
を
定
め
ま
し

た。①
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る

条例制定までの

経緯

1998年…「男女共同参画社会づくり
推進懇談会Jを設置 (2月)

1999年…懇談会が 「男女共同参画推
進プラン案Jを答申 (1月)
「男女共同参画推進プランJ
を策定 (3月)

2001年…県内で初めて 「男女共同参
画都市Jを宣言 (6月)

2002年…内閣府と共催で 「あぴこ男
女共同参画フエスタJを開
催(11月)

2004年・・・懇談会が条例制定を求めた
提言書を市に提出 (3月)

2005年…条例をテーマに男女共同参
画フォーラムを開催 (6月)
懇談会が条例素案を市に提
言 (8月)

懇談会の条例素案に対する
意見を市民から公募 (9月)

2006年…市の条例素案に対する意見
を市民から公募 (1月)
条例案力宵議会定例会で可
決 (3月)

②
男
女
聞
の
暴
力
的
行
為
を
な
く
す

③
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
を

見
直
す
④
政
策
・
方
針
の
立
案
や

決
定
へ
男
女
が
共
同
参
画
す
る
⑤

家
庭
生
活
と
社
会
的
活
動
を
両
立
で

き
る
よ
う
に
す
る
⑤
生
涯
学
習
の

場
で
個
人
の
尊
厳
と
男
女
平
等
を
学

ぶ
⑦
男
女
の
生
涯
に
わ
た
る
心
身

の
健
康
を
図
る
③
国
際
的
動
き
と

協
調
を
図
る

。
相
識
窓
口
の
設
置

性
別
に
よ
る
差
別
的
な
取
り
扱
い

や
、
男
女
聞
の
暴
力
的
行
為
な
ど
を

受
け
た
場
合
の
相
談
窓
口
を
市
に
設

置
し
、
被
害
者
の
支
援
を
行
う
こ
と

を
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、
相
談
を
担
当
す
る
共
同
参

画
推
進
員
を
置
き
ま
す
。

。
市
に
対
す
る
意
見
や
苦
情

市
民
と
事
業
者
は
、
市
が
行
う
男

女
共
同
参
画
の
施
策
に
対
し
意
見
を

提
出
し
た
り
、
市
が
男
女
共
同
参
画

を
阻
害
す
る
行
為
を
行
っ
た
り
し
た

場
合
に
苦
情
を
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

意
見
や
苦
情
が
出
さ
れ
た
と
き
は
、

市
は
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
意
見

を
聴
き
、
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

圃
男
女
共
同
参
画
担
率
一
宮
7
1
8

F
b
・
唱
ム
丹

J
F
b
つ臼

人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

市

長

男
女
共
同
参
画
条
例
は
、
。
男

ら
し
き
0

0

女
ら
し
き
。
を
否
定

し
て
し
ま
う
の
で
良
く
な
い
、
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
。
男
ら
し
き
0

0

女
ら

し
き
。
は
他
人
か
ら
強
制
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
一
人

ひ
と
り
の
心
の
内
面
の
問
題
は
、

そ
も
そ
も
条
例
の
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

条
例
は
前
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、

F

桔
鳴
市
立

「男
だ
か
ら
」
「
女
だ
か
ら
」
と

い
う
理
由
で
、
本
人
が
望
ま
な
い

役
割
を
社
会
的
に
強
制
さ
れ
た
り
、

「
女
の
く
せ
に
」
「
男
の
く
せ

に
」
と
い
う
理
由
で
、
本
人
が
や

り
た
い
こ
と
が
社
会
的
に
阻
害
さ

れ
た
り
し
な
い
社
会
の
実
現
を
目

指
す
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
ら
し
く

輝
く
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を

創
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

助
役
に
渡
遺
武
氏
を
再
任

学鮫給食!こ
我孫子産3シヒカリ
全小中学校で4月から

市
内
小
中
学
校
の
給
食
の
米
は
、

こ
れ
ま
で
千
葉
県
学
校
給
食
会
か

ら
供
給
さ
れ
る
県
内
産
の
米
を
使

用
し
て
い
ま
し
た
が
、

4
月
か
ら

は
全
校
で
我
孫
子
産
の

「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
に
変
え
ま
し
た
。

我
孫
子
産
米
の
使
用
は
農
産
物

の

「地
産
地
消
」
の
推
進
に
つ
な

我孫子市は、法の下の平等及び男女の本質的平等を定めた日本

国憲法、女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約並

びに男女共同参画社会基本法の精神に基づき、一人ひとり力漕重

される男女共同参画社会の形成を目指しています。

平成11年に男女共同参画プランを策定して以来、多様な価値観

を認め合う社会づくりこそ人権の基本であるとの考えの下に積極

的な取組を進め、平成13年には千葉県で初めて、女も男も共にい

きいきした暮らしができるまち 「男女共同参画都市Jを宣言しま

した。

しかし、依然として、性別によって役割分担を固定する意識や、

それに基づく社会慣行が存在し、さらには、形式的には男女の差

別はしていないものの、実質的には一方の性に不利益を与える規

定や雇用慣行等が存在することも指摘されています。 i男だか
らJはだからJという理由で、本人が望まない役割を社会的に

強制されたり、 「女のくせにJi男のくせにJという理由で、本

人がやりたいことが社会的に阻害されたりしない社会をつくるた

めには、継続的かつ意識的な努力が必要です。

また、男女共同参画社会の形成は、少子高齢社会の中で、平和

で豊かな、活力のある社会づくりにもつながると考えます。

人権の世紀といわれる21世紀に、我課子市は、市と市民及ひ事

業者が協働して男女共同参画社会の実現に向けた取組を推進する

ため、ここに条例を制定します。

3
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
渡
塗
武

助
役
の
再
任
が
同
意
さ
れ
、

4
月
1
日

付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

渡
漫
氏
は
1
9
6
7
年
に
当
時
の
我

孫
子
町
役
場
に
入
り
、
広
報
広
聴
課
長
、

企
画
調
整
室
長
な
ど
を
歴
任
。
位
歳
。

d

司
我
孫
予
産
米
の
ち
ら
し
寿
司

が
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
と

農
業
者
が
顔
の
見
え
る
関
係
に
な

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た

「食
育
」

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
は
、
地
元
農
家
か
ら
の
玄
米

の
集
荷
や
保
管
、
精
米
、
配
送
な

ど
の
業
務
を
、
東
葛
ふ
た
ぱ
農
業

協
同
組
合
に
委
託
し
ま
し
た
(
委

託
費
6
3
0
万
円
)
。
農
業
協
同

組
合
は
、
学
校
給
食
用
に
市
内
に

新
設
し
た
精
米
設
備
(
写
真
上
)

と
保
冷
庫
を
使
っ
て
、
米
飯
給
食

の
日
程
に
合
わ
せ
て
精
米
し
学
校

に
届
け
ま
す
。
全
校
の
年
間
使
用

量
は
お
よ
そ
剖
t
で
、
玄
米
で
約

1
6
0
0
俵
分
に
な
り
ま
す
。

圃
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
宮

7
1
8
5
・
1
2
6
7

み 線田成便利とてコもで力のなん
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寄
ぜ
ら
れ
定
意
見
と
市
の
者
え
方

第 1163号

;市公募補助金] 市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
条
例
の

市
繁
案
に
つ
い
て
、

1
月
に
市
民
か

ら
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
初
人
の
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
必
項
目
の
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

.... -
全体!こ対する意見

①憲法と男女共同参画基本法だけで十分であ
り、行政は人間の内面まで踏み込む必要はな
い。条例は不要である。

①条例を制定することは、市民が家庭生活や
社会生活を営むうえで、自分が自分らしく生

きていくための重要なよりどころになるので、
制定してほしい。

2007~2009年度交付分の
対象事業を募集

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意

見
と
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

意
見
な
ど
の
詳
細
は
、
行
政
情
報

資
料
室
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
我
孫
子
駅
前
行
政
連
絡
所
、
市

市の考え方
⑪D我張子市は、法の下の平等と男女の本質
的平等を定めた日本国憲法、男女共同参画社

会基本法の精神に基づき、一人ひとりが尊重

される男女共同参画社会の形成を目指してお
り、条例も同じ考え方です。市では 1999年

3月に「男女共同参画プランJを策定しまし
たが、政策や事業をより積極的・効果的に実

行するためには市としての法的な根拠が必要
となり、条例を定めることにしました。

---島-市
で
は
、
切
年
度
か
ら

ω年
度
の

公
募
補
助
金
の
交
付
対
象
事
業
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
事
業
補
助
金
の
交
付
基
準
に

①条例では、特定の団体に隈らず市民との

連携を図ることを明らかにするために、素
案の条文の「男女共同参画に関する活動を

行う団体に対しJという記述を「市民が行

う男女共同参画に関する活動に対しJに変
更しました。なお、男女共同参画の分野に
隈らず、一定の要件を満たした団体力鳴助

金を申請した場合、市民による「補助金等
検討委員会Jが厳正に審査し、その結果を
踏まえ吏付・不安付を決定します。

①男女共同参画推進員はDV相談、セクハ
ラ相談などを業務とし、人権侵害から被害
者を救済するために必要スタッフです。

@男女共同参画審議会は(1)基本計画の策
定・推進、 (2)男女共同参画の重要事項、 (3)

市民からの意見や苦情について調査・審議
し、市長に意見を述べ、提言を行うことが
できます。

@不特定多数の人に向けて表示される情報

は影響が大きいので、女性に対する暴力な
どを助長し、連想させる表現は、無制限に

許されるものではないと考えます。また過
度の性的な表現は、それ自体がセクハラと

もなり得ます。これらを公共の福祉のため
一定限度で制限することは、憲法第21条

に違反しません。

民
プ
ラ
ザ
、
ア
ピ
ス
夕
、
湖
北
地
区

公
民
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、

市
ホ
I
ム
ペ

I
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す。圃
男
女
共
同
参
画
担
率
一
宮
7
1
8

5
・
1
7
5
2

市の考え方

各条文lこ対する意見

①特定のNPO団体との協働をうたってい
るが、助成金は市の財政の足かせとなるの
で反対である。

①推進員は、税金の無肱遣いだから削除す

べきである。
①審議会の権限も明確に規定すべきである。

@i周りの者を不快にさせないJi助長し、
連想させる表現Jは、革大解釈により無実

の加害者を作り出しかねない。憲法第21
条(表現の自由)にも抵触する恐れがある

ので削除すべきである。

2006-2008年度分の審査結果
06年度からの公募分の申請は30件(03年度からの継続24件、

06年度新規6件)で、「市補助金等検討委員会Jの審査と公開ヒアリ

ングの結果、次の21件に補助金力攻付されます。

v補助金が交付される団体

団体名

我孫子市商工会

主な活動

市内商工業の振興や地減振興のための活動
(我孫子市民まつり、布佐新緑まつり)

健全な消費社会をつくるための学習や普友
.啓発活動

地産地消を推進するための我孫子の農業や
我孫子市農業青壮年会韻 安全で新鮮な農産物の周知・提供活動

特定非営利活動法人 高齢者や障害児者の外出を支援する活動
我孫子ピークルサービス(開サービス事業)

我孫子市原爆被爆者の会 原爆の惨事が繰り返されないため、世界平
和を願い、被爆体験を語り継ぐ活動

我孫子市視賞障害者協会 視賞障害者の社会参加を促進するための普
友・宣伝活動

我孫子市 肢体不自由児者と家族の社会参加の促進や
肢体不自由児者父母の会共生社会を目指すための活動

我孫子市 身体障害者の生活の向上や社会参加を促進
身体障害者福祉会するための普及・宣伝活動

市民との交流の機会を増やし、聴覚障害者
我孫子市ろうあ協会

の社会参加を促す活動

第26回あぴこ 障壁のない街、みんなでつくる街、共に生
福祉まつり実行委員会きる街をテーマにしたイベン卜活動

特定非営利活動法人あび高齢者や障害者などが安全に暮らせるため
こ・シニア・ライフ・ネットのパソコン指導や防犯防災機器の設置活動

我孫子市子ども会 地燥の子ども会育成会を充実・発展させ、
育成連絡協韻会健やかな子どもたちを育成する活動

特定非営利漕跡地ぴこ歴史や伝統文化、文化活動をビデオやイン
・インターネット・博物館 ターネットを通じて継承する活動

子どもたちへの郷土芸能の指導などの、
地爆の伝統芸能を保存・普浸する活動

子どもたちへの神楽舞の指導などの、伝統
芸能(里神楽)の保存・伝承活動

我孫子市スポーツ少年団 スポーツ少年団の普及・育成、活動を活性
化させるための活動

市内のスポーツ団体を育成するための講習
会や講演会などを行う活動

あおやま文庫 あおやま文庫の Iかげえグループjが世界
子どもまつりに参加する活動

特定非営利活動法人 コミュニティビジネスを推進するための活
ACOBA動

天王台ふれあい夏祭り 地減社会の発展や安心して暮らせるまちづ
実行委員会くりのための活動(天王台ふれあい夏祭り)

心のボランティア連絡会 寸劇などをとおして精神障害に対する偏見
卜ウハートと差別をなくす活動

障害のある児童・生徒のための余暇活動を
支援する活動

第3条(基本的考え方)t対する意見
①男女別名簿などは「間接差別Jだと思う。「意
識や慢行を変えていくことJi機会の確保Ji家
庭と社会生活の両立Ji生涯学習の場におけ

る平等学習Jiすべての人の健康支援Jなど
の基本的な考え方はどれも大切だと思う。

①「男女の生涯にわたる健康支援と女性の身
体的機能への配慮Jは、「性の自己決定権J
を指し、堕胎権、中絶権であるから削除すべ
きである。

.......... ・・島F

市の蓄え万
①「間接差別Jは、外見上は公平中立な基準
でも、現実には差別がある場合をいいます。

その内容をより明確にするため、条例全体の

理念として具体的に前文に盛り込みました。
①次の世代を生み育てる女性の身体的機能に

配慮することを述べたもので、性の自己決定
権などを特別に強調したものではありません。

照
ら
し
て
、
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
事
業
・
活
動

応
募
資
格

5
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
市
内
で

活
動
を
行
、
っ
N
P
O
法
人
ま
た
は
N

P
O
法
に
よ
る
特
定
非
営
利
活
動
を

行
う
団
体
(
政
治
・
宗
教
・
営
利
を

目
的
と
す
る
団
体
や
市
か
ら
他
の
補

助
金
を
受
け
て
い
る
団
体
は
除
く
)

申
し
込
み
募
集
内
容
を
説
明
し
ま

す
の
で
、
市
民
活
動
支
援
課
(
本
庁

地
階
)
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
。
応
募

は
、
配
者
筈
類
に
必
要
事
項
を
明
記

し、

7
月
1
固
ま
で
に
同
課
へ
持
参

圃
市
民
活
動
支
援
課
宮
7
1
8
5

.
1
4
6
7
 

我孫子市消費者の会

あびこふるさと会

古戸はやし連中

我孫子市体育協会

遊ing

現童手当が
n¥学鮫6年生まで孤六

小学校4年生の保護者

(平成8年4月2日~平成9年4月1日生まれ)

03月まで児童手当を受けていた保護者は、新4
年生について特段の手続きは必要ありません。

O上記に該当しない保護者で受給資格がある場合
は、認定請求(新規)の手続きカゆ要です。

認定請求の手続きをお忘れなく

4
月
1
日
か
ら
児
童
手
当
の
支
給

対
象
が
、
小
学
校
3
年
生
ま
で
か
ら

6
年
生
(
ロ
歳
到
達
後
最
初
の
3
月

旦
固
ま
で
の
児
童
)
ま
で
に
拡
大
さ

れ
、
所
得
制
限
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
伴
う
請
求
は
、

9

月
初
日
(
今
年
は
閉
庁
日
の
た
め
9

月
お
日
)
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の

に
限
り
、
特
例
的
に
今
年
4
月
1
日

(
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
)

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
必
ず
期
間
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
左
図
)
。

手
続
き
時
に
必
要
な
も
の

O
印
鑑

(
認
印
可
)

O
請
求
者
名
義
の
口
座

番
号
が
確
認
で
き
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
l
ド
(
郵
便
局
は
不
可
)
O

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
は
健
康
保

険
証
(
郵
送
の
場
合
は
コ
ピ
l
)

。
昨
年
1
月
2
日
以
降
に
本
市
に
転

小学校5・6年生の保霞者
(平成6年4月2日~平成8年4月1日生まれ)

O新4年生までの弟妹がいて、児童手当を受けて

いる保護者は、額改定認定請求(増額)の手続 v所得制限限度額

きカ必要です。 畠 扶養国民年金加入者厚生年金などの
O児童手当を受けていない保護者で受給資格があ 人数または未加入者公的年金加入者

る場合は、認定請求(新規)の手続きカゆ要です。 o4.600.∞0円 5.320.000円

1 4.980.∞0円 5，700.000円

2 5.360.∞0円 6.080.000円

3 5.740.∞0円 6，460.000円

4 6.120.∞0円 6.840.000円

5 6.500.∞0円 7.220.000円

入
し
た
方
は
前
住
所
地
の
2
0
0
5

年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

※
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
l
の
余
白
に

勤
務
先
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
請
求
書
(
保
育
課
、
各

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
用
意
)

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
必
要
書
類

を
添
え
て
9
月
お
日
必
着
で
保
育
課

(
西
別
館
3
階
)
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
へ
持
容
ま
た
は
一
T
2
7
o

l
-
-
9
2
市
役
所
保
育
課
(
住
所

省
略
可
)
へ
郵
送

※
請
求
書
は
市
ホ
I
ム
ペ

I
ジ
の

「
書
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
l
ド
」
か
ら
取

り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
紛
失
や
事
故
な
ど
は
、

市
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

※
郵
送
料
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
児
童
を
市
外
で
養
育
し
て
い
る
方

は
、
保
育
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
4
月
以
降
の
転
入
者
で
、
す
で
に

手
続
き
し
た
方
も
、
該
当
児
童
が
い

る
場
合
は
改
め
て
請
求
が
必
要
で
す
。

圃
保
育
課
・
内
線
3
4
7

上記以外で所得制限により
児童手当を受けていない保霞者

。所得制限の緩和(右表)により、新たに児童手
当を受けられる場合がありますので、該当する
保護者は認定請求(新規)の手続き力活要です。

市役所の代表電話番号宮 7185-1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp自 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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職
員
数
は
9
7
7
人
で
9
年
連
続
の
減

市
職
員
の
人
事
異
動
と
新
規
採
用

第 1163号

市尽サーヒス向上と事務の効率化の定め巴

直面組織を改編
4
月
1
日
付
け
で
市
職
員
の
人
事
異
耐
を
行
い
ま
し
た
。
課
長
級
以

上
の
異
動
者
と
新
規
採
用
職
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
役
職
名
は
新
し

い
職
名
)
。
な
お
、
ご
み
収
集
や
学
校
給
食
の
委
託
化
、
非
常
勤
職
員

の
活
用
な
ど
行
政
運
営
の
効
率
化
を
行
う
こ
と
で
、
市
の
職
員
数
は
昨

年
4
月
1
日
現
在
に
比
べ
叩
人
減
の
9
ア
ア
人
に
な
り
ま
し
た
。

動

〈部
長
級
〉

マ
広
報
宣
伝
担
当
参
与

:
・
田
中
修
マ
総
務
部
長
(
併
)
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
・
:
中
野
洋

マ
総
務
部
参
与
(
行
政
改
革
担
当
、

提
案
型
民
営
化
推
進
担
当
、
市
民
会

館
跡
地
問
題
担
率
一
)
:
・
富
田
佐
太
郎

マ
環
境
生
活
部
長
:
・
新
田
茂
人
マ

建
設
部
長
:
・
尾
高
朝
雄
マ
都
市
部

長
:
・
川
崎
政
彦
マ
議
会
事
務
局
長

人

事

.、
司，

異

:
・
尾
井
川
一
マ
監
査
委
員
事
務
局

長
:
・
角
川
よ
ね
マ
消
防
長
:
・
田
口

宏〈
次
長
級
〉

マ
企
画
調
整
室
次
長

(
兼
)
企
画
調
整
室
主
幹
・
成
回
線

視
線
化
推
進
室
長
:
・
峯
岸
幹
男
マ

総
務
部
次
長
(
兼
)
総
務
課
長
:
・
高

橋
俊
明
マ
総
務
部
次
長
(
兼
)
情

報
シ
ス
テ
ム
課
長
:
・
遠
藤
幸
太
郎

マ
市
民
部
次
長
(
兼
)
市
民
課
長
:
・

湯
浅
操
マ
環
境
生
活
部
参
事
(
交

4月1日付けで組織の改編を行いました。主な内容と各課の業務は次のとおりです。

。防災、安全対策などを強化するため、市民活動支援諜内の防災安全室を課に格上げし、市

民安全室を設置しました。

。環境生活部の突通整備課を廃止し、市民パスや駐輪場などの業務に道路の新設など道路課

業務の一部を加え、突通環境整備の中Iむを担う課として、建設部内に突通謀を新設しました。

O工事検査体制を強化するため、管財諜工事検査担当を独立させ、新たに工事検査室を設置

しました。

O介護支援諜内に高齢者の総合相談や権利擁護、虐待防止などを行う地域包括支援センター

を設置しました。

。建設部施設建設諜を廃止し、市営住宅に関する業務は都市部住宅諜に移管しました。

固総務課・内線283

流
入
口
拡
大
・
手
賀
沼
文
化
拠
点
整

備
担
当
)
:
・高
橋
信

一
マ
環
境
生

活
部
次
長
(
兼
)
手
賀
沼
課
長
:
・渡

辺
和
夫
マ
保
健
福
祉
部
次
長
(
兼
)

保
育
課
長
:
・鈴
木
孝
マ
保
健
福
祉

部
次
長
(
兼
)
子
ど
も
課
長
・
児
童

虐
待
防
止
対
策
室
長
・:
吉
田
克
英

マ
建
設
部
次
長
(
兼
)
道
路
課
長
:
・

戸
辺
憲
興
マ
参
事
(
兼
)
会
計
課

長
:
・村
越
克
己
マ
教
育
総
務
部
次

長
(
兼
)
学
校
教
育
課
長
:
・舘
野
文

雄
マ
生
涯
学
習
推
進
室
次
長
(
兼
)

図
書
館
長
・・・井
上
玲
子

〈課
長
級
〉

マ
企
画
調
整
室
財
政
担

当
主
幹
:
・松
本
正
樹
マ
総
務
部
総

務
課
主
幹
(
兼
)
政
策
法
務
室
長
(
併
)

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
・:
鈴

木
正
己
マ
総
務
部
総
務
課
主
幹
:
・

池
田
進
マ
総
務
部
総
務
課
主
幹
:
・

深
山
ま
さ
江
マ
総
務
部
秘
書
課
長

:
・脅
木
隆
マ
総
務
部
工
事
検
査
室

長
:
・大
井
栄
三
マ
市
民
部
収
税
課

長
:
・佐
藤
隆
マ
環
境
生
活
部
農
政

課
長
:
石
原
正
規
マ
環
境
生
活
部

農
政
課
主
幹
:
・斉
藤
登
マ
環
境
生

活
部
商
工
観
光
課
長
・:
斉
藤
久
行

マ
環
境
生
活
部
市
民
安
全
室
長
・:
圏

分
幹
夫
マ
保
健
福
祉
部
福
祉
総
合

相
談
室
長
:
・大
目
み
ち
子
マ
保
健

福
祉
部
福
祉
総
合
相
談
室
主
幹
・・・小

川
市
郎
マ
保
健
福
祉
部
介
護
支
援

謀
主
幹
(
兼
)
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長
:
・大
塚
基
勝
マ
保
健
福
祉

部
保
育
課
主
幹
:
・大
井
敏
道
マ
保

健
福
祉
部
保
健
セ
ン
タ
ー
課
長
:
・新

保
寛
子
マ
保
健
福
祉
部
保
健
セ
ン

タ
ー
主
幹
:
・河
辺
好
美
マ
建
設
部

道
路
謀
主
幹
:
・竹
谷
信
ニ

マ

建

設

部
求
通
課
長
:
大
畑
章

マ
都
市
部

都
市
計
画
課
主
幹
:
・五
十
嵐
誠
マ

都
市
部
地
域
整
備
課
長
・:
高
木
範
義

マ
水
道
局
経
営
課
長
・:
岡
田
登
志
男

マ
議
会
事
務
局
次
長
・:
倉
部
俊
治

マ
監
査
委
員
事
務
局
次
長
・:
石
川
勇

マ
監
査
委
員
事
務
局
次
長
・:
小
川
修

マ
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
・:
根
本

徳
雄
マ
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹

:
・星
野
茂
マ
教
育
総
務
部
総
務
課

長
:
・義
隆
伸
敏
マ
教
育
総
務
部
指

導
課
長
:
・纂
沼
猛
マ
教
育
総
務
部

教
育
研
究
所
所
長
:
・川
島
益
雄
マ

教
育
総
務
部
主
幹
:
・山
根
孝
裕
マ

生
涯
学
習
推
進
室
公
民
館
長
・・・小
熊

孝
一
マ
消
防
本
部
総
務
課
長
:
・大

井
猛
雄
マ
消
防
本
部
警
防
課
長
:
・

平
川
進
マ
西
消
防
署
長
:
・窪
田
文

之
マ
東
消
防
箸
長
:
・木
川
正
久

新
規
採
用
職
員
は
刊
人

今
年
度
の
新
規
採
用
職
員
は
男
性

3
人
、
女
性
8
人
の
日
人
。
職
種
は

事
務
職
2
人
、
福
祉
主
事
3
人
、
保

育
士
3
人
、
歯
科
衛
生
士
1
人
、
消

防
士
2
人
で
す
。
福
祉
主
事
の
3
人

は
精
神
保
健
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、

心
理
相
談
員
と
し
て
の
採
用
で
す
。

マ
杉
森
敬
規
:
・市
民
部
課
税
課
(
事

務
職
)
マ
福
井
惇
子
:
・社
会
教
育

部
文
化
課
(
事
務
職
)
マ
野
津
朋
子

.:
保
健
福
祉
部
福
祉
総
合
相
談
室

(
福
祉
主
事
)
マ
野
口
妃
沙
子
:
・保

健
福
祉
部
介
護
支
援
課
(
福
祉
主
事
)

マ
平
野
は
る
な
・:
教
育
総
務
部
教
育

研
究
所
(
福
祉
主
事
)
マ
石
井
明

日
香
:
・保
健
福
祉
部
保
育
課
(
保
育

士
)
マ
北
村
望
:
・保
健
福
祉
部
保

育
課
(
保
育
士
)
マ
花
崎
博
子
:
・

保
健
福
祉
部
保
育
課
(
保
育
士
)

マ
中
村
恵
美
子
:
・保
健
福
祉
部
保
健

セ
ン
タ
ー
(
歯
科
衛
生
士
)
マ
水

流
裕
之
:
・東
消
防
署
(
消
防
士
)

マ
新
保
玲
子
・:
西
消
防
署
(
消
防
士
)

圃
総
務
課
・
内
線
2
8
3

〆'三¥
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YSψJ必見沼

住宅(庖舗併用住宅を含む)の上屋など

に設置するもの ①未使用のもの(中古

畠は対象外)

対象となる方 自ら居住する市内の住宅

に、あらたに対象となる発電システムを

設置する方で、 0'7年3月20日までに工

事を完了し、実績報告書を提出できる方

受付期間 4月17日;から07年2月28

日(予算の枠を超えた場合は、期間内で

も受け付けを終了することがあります)

※申請方法なと官しくは、手賀沼諜・内

線462ヘ。

部 ・課名 主な仕事

企画調 整担当 総合計画、広域行政、行政評価、庁議
企画調整室 成田鶴複線化推進室 成田線の利便性向上、鉄道の輸送力強化

財 政 担 当 予算の編成・執行調整、地方交付税、市憤
総 務 課 職員の人事・給与・研修、行政改革、統計、情報公開
政策法務室 例規、議案の審査・調整、訟務

掛 書 課 市長 ・助役の秘書、市政への手紙、陳情、法律相識
総務部 広 報 室 広報、ホームページ

管 財 課 財産の管理、入札・契約、市有建築物の設計・営輯
工事検査室 市が発注する工事の検査
情報システム課 OA化の推進、情報化の推進
収 税 課 市・県民税の収納 ・滞納調整、納税の指導・啓発

市民部
課 税 課 市・県民税の賦課・税証明、土地・家屋の調査・評価

市 民 課 戸籍、住民票、印鑑証明、外国人登録、住居表示
国保年金課 国民健康保険、国民年金

市民活動支援課 市民活動、 NPO、自治会、近隣センターの整備

市民安全室
地焼防災計画、総合防災訓練、防犯、交通事故相説、
国民保護

環境生活部
商工観光課 商工業の振興、中小企業への融資、観光、消費者保護
農 政課 農業の振興、地産地消、市民農園
手 賀 沼 課 水質浄化、谷津ミュージアム、地球温暖化・公害対策
クリ ーンセンタ ー 廃棄物・し尿の処理、資源の回収、リサイクルの推進
男女共同参画担当 男女共同参画プランの推進

福祉総合相設室 保健福祉総合計画、福祉全般の相説、生活保護

介 護支援課 介護保険、高齢者医療、高齢社会対策
地域包括支援センター介護予防、在宅介護、地域ケア

保健福祉部
生活支援課 生活保護者・障害者への給付、民生委員、人権樺護
保育課 児童福祉、母子福祉、学童保育、保育園、幼稚園

子 ど も 課 子ども総合計画、少子化対策、子どもの相鼓
児童虐待防止対策室 児童虐待の防止対策

保健セン タ ー 母子・成人保健、乳幼児医療、休日診療所、狂犬病予防

道 路 課 道路の維持補修 ・境界査定、バリアフリー

建設部 交 通 課 市民パス、駐輪場、交通網の整備、道路の新設
下 水 道 課 公共下水道の計画 ・維持管理、水洗化の普友
sZh a 水 課 治水対策、排水路の整備、雨水流出抑制の指導
都市計画課 都市計画、土地利用計画、聖観形成
住 ~ 課 住宅政策、建築確認申請、違反建築物の措置、市営住宅

都市部 公園緑地課 公園の整備 ・維持管理、緑地 ・樹木の保全
地域整備課 土地区画整理、まちづくり事業の計画策定

~ 地 課 開発行為の事前協議、開発許可
.6. 計 課 金銭の出納:M" 

水道局
経 営 課 事業計画、経営管理、経理、水道料金の徴収

工 務 課 浄水施設の管理運営、給水、漏水事故の処理

総 務 課 事業計画、消防の基本施策の企画
予 防 課 火災の予防、防火思想の普友、防火用設備の設置

i自 防 警 防 課 消防団、水防、雑草の除去
酉 j商 防 署 消火、災害活動、救急活動

東 i商 防 署 q 

議 .6. 事 務 局 議会の運営、議事録の調製、請願 ・瞭情の受け付け:M" 

監 査委員事務局 出納 ・事務事業の監査
選挙管理委員会事務局 選挙人名簿の調製・縦覧、投票区の設定、選挙の執行
農業委 員会事務局 農地の権利移転調整・転用

総 務 課 教育委員会の庶務、教育施設の整備 ・維持管理

教育総務部
学校教育課 通学区減の設定、就学・転学、学校保健、学校給食

教 指 導課 教育方針、教職員の研修 ・指導

育
教育研究所 教育相談、特別支援教育
社会教育課 社会教育の総合計画、青少年の指導 ・教育

委
社会教育部

文 化課 芸術文化の振興、文化財の保護
体 育課 スポーツの振興、体育施設の整備、レクリエーション員
鳥の博物館 博物館の管理、資料の収集・保管、調査研究

.6. 
生涯学習担当 生涯学習施策の企画 ・総合調整、事業計画:M" 

生涯学習
公 民館 学級、講座、展示会、公民館の管理運営

推進室 図 書館 図書の貸し出し、図書館の企画運営

|住宅用l太陽光発電システム|

設置費聞を補岡
市では、あらたに住宅用太陽光発電シ

ステムを設置する方に補助金を吏付して

います。

太陽光発電は、地球温暖化の原因とな

る温室効果ガスを出さないクリーンなエ

ネルギーです。

補曲金の額太陽光発電モジューjレ1キ

ロワッ トあたり3万円で最大4キロヮ、ソ

卜分まで(上限 12万円)

対象となる発電システム ①低圧系統と

逆潮流ありで連携する発電システム(余

剰電力を電力会社に販売するもの)で、

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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=5ページからの続き=

【理境]
NO 団体名・施設名

51 
古利根公園みどりの

ボランティア

52 ふれあい木工係毒

53 
レイチェル・カーソン

日本協会あびこ

まちづくり]

54 
アイデア・考案を

活かす会

55 NPO法人ACOBA

56 我碩子市消費者の会

57 
NPO法人あぴこ・
シニア・ライフ・ネット

日
我碩子の景観を

育てる会

回 NPO法人元気塾

[健康・スポーツ}

印
義輝子・

男の井戸端サロン

61 
義郁子健康生きがいづく
りアドバイザー協融会

62 義輝子市歩こう会

63 
NPO法人アルパトロス

ヨットクラブ

64 
スピードボールを

楽しむ会

65 
ビューティ

ダンスフレンズ

体験できる主な内容

古利根公園自然観察の森などで園路整備・ササ刈りや竹の間伐・
枝落としなどの維持管理作業、竹炭づくりや自然観察など

我孫子市ふれあい工房内の設備の見学と、プランターなど手軽に
できる作品の制作

レイチェル・カーソンの遺志を継ぎ、 「センス・オブ・ワンダ
-Jの大切さを伝えて行く会で、自然観察会や勉強会への参加

アイデア・考案を持っている方への相訟を行う会で、側発明協会
に先行技術調査依頼の仕方

ポータルサイトの管理運営における取材・レポート作成、各種セミ
ナーの手伝い、介護サービス公表制度調査事業アシスタン卜など

安全・安心な食べもの、ごみを含む環境、高齢社会への対応の3
つの柱の改善をテーマとする会で、定例会などへの参加

パソコン操作の訪問サポート活動など、居宅内外の便利屋活動、
市民が安心安全で暮せる防犯・防災機器の取り付けなど

定例会(会の活動概要を知る)、庭園公開の運営、景観散歩への
参加、庭園清掃ボランティア活動など

地域の方、特に中高年の方が蓄積された知識などをさまざまな活動
で発揮するきっかけ作りのための講演会の会場設営、受け付けなど

定年男性の地燥での仲間づくりを支援する団体で、健康体力づく
りなど *4月27日肘捌会あり

シニアにとって大切な3Kr健康H心H経清jに焦点を合わせた「健
康・生きがい探検講座jの企画、講座のPR活動・実際の運営

会員の健康維持と親睦を図ることを目的とする会で、 40人程度の
会員と 10蜘程度のウオーキング

手賀沼などで、小中学生や障害者も試乗できるアクセスディンギー
ヨットによるセーリング

スピードポールの指導やイベン卜での試打会を行なう会で、活動
中のサポートやスピードポールの練習

社交ダンスで健康や親睦を図り、楽しみながら若返りを目指す団
体で、社交ダンスの初歩から学ぶ

※この表は紙面の都合上、寸Eの情報しか掲観していまぜん。体験場所や体験できる

目、その他各団体の詳細な情報は、市民活動支援課、市ポランティ?・市民活動サポ

ートセンター、各近隣センターて包布している情報誌をご覧ください。また、情報誌

は希望される万E郵送しますので、市民活動支援課までご連絡ください。

戦後60周年平和事業記念誌を配布

市では、戦後60周年を記念し、昨年

7月から今年3月までに実施した平和事

業をまとめた記念誌を作成しました。

希望する方に無料て軍布します。

内容 「平和祈念文集J、「平和事業の記

録J、「戦争資料の展示の記録J、「広島市
平和記念式典に派遣した中学生の発表会・

リレートーク・講演会の記録Jで構成

規格 A4判、 330ページ恥j'iJ

発行8隙 1500部 ~ 

配布開始日・場所 4月188(!.l.9から、企

画調整担当、各行政サービスセンター、我

菰子~前行政連絡所、アピスヲ、湖北地
区公民館、市民プラザ、各近隣センヲー

※なくなり次第、配布は終了します。

固企画調整担当ft7185・1426

成人各種健(検)診受給券の
年度当初の発送対象者が変わりましだ

昨年度まで対象年齢全員(市県民税が

会社から天引きされている特別徴収者と

市内老人ホーム入所者を除く)に送付し

ていた受診券の発送対象者が、 2006年

度から次のとおり変更となりました。

発送対象者

女性は20歳以上の方、男性は40歳以

上の方で、次の①から①のいずれかに該

当する方

①2000年4月1日から05年12月31日ま

でに生活習慣病、大腸がん、乳がん、子宮

がんのいずれかの健(検)診を受けた方

①4月1日から07年3月31日の間に40
歳・ 45歳.50歳・ 55歳.60蹟.61j境-

65蹟・ 70歳に達する男性の方

①4月1日から07年3月31日の間に20
歳・ 25歳.30歳.35歳・ 40蹟.45歳-

50歳・ 55歳.60歳.61 j境・ 65歳.70

歳に達する女性の方

※発送対象者以外で受診を希望される方

は、保健センターヘご連絡ください。

園保健センターft7185・1126

我孫子駅北口固辺の皆ち九ヘ

7月18日から住居表示が変わります
我孫子駅北口周辺の住居表示実施のた

めの「町の区域と町の名称Jの変更につ

いては、我孫子市議会で審議した結果、

原案(下図)どおり決定され、 7月18

日から我孫子市我孫子と根戸の一部が我

孫子一丁目から四丁目に変更されます。

なお、市が公示した「町の区域と町の

名称Jの変更に対し提出されていた変更

の請求は認められませんでした。そのて

ん末については告示とホームページに掲

費しています。

また、住居表示の実施が決定されたこ

とに伴い、現地調査(世帯主、会社名、

建物の形状など)を専門業者に委託して

実施しています。調査員は市の腕章を付

け、身分証明書を携帯しています。ご協

力をお願いいたします。

固市民課・内線218

国道6号 I ，市民プラザ

ミ…託手三千百:・…・…・…7、議孫子三丁目 j・我孫子 f 

官、 -;f-J-kj-四丁目 :銀行
日号 f綿子IH-----r ー

一¥〉ニ丁目 j我孫子一丁目¥

-ー......_d嘉享顧
←北柏 JR常磐線

公園でのマナー啓発|こ活躍してみませんか

園圏圏直l.þJ'~歪霊童ヨ
市では、 5月から手賀沼公園と遊歩道

で「グリーンパトロールモデル事業Jを

行います。この事業は、皆さんカ嘆しく

快適に過ごせるような公園にするため、

犬のフンの持ち帰りゃ放し飼い、ごみの

ポイ捨てなとを注意・啓発するボランテ

ィア活動です。

ボランティア募集の説明会を行います

ので、ぜひご参加ください。

観閉会

日時 4月22日目午後3時30分から

揖蹄アビスタ

対象市内在住・在勤・在学の方または

団体

申し込み不要(直接会場ヘ)

圃公園緑地課・内線594

元気すっきり健康相談のご利用を

-E軍医霊童霊ヨ・

身体と，Dの健康に関する相談のほか、
健康づくりについての話や体操などを行

います。

また、相談日以外にも随時電話で相談

を受け付けています。

日時 4月19日、 5月17日、 6月21日、

7月19日、 8月9目、 9月20日、 10月

18日、 11月15日、12月20日、 07年1

月17日、 2月?目、 3月14日のいずれ

も水曜日、午前9暗30分から11時30分

(受け付けは9時15分から9崎30分)

場所アビスタ

内容血圧測定、個別健康相談、健康の話、

ス卜レνチ体操ほか

相談員保健師

※7月は歯科衛生士、 9月と07年1月は

栄養士も相談を行います。

参加費無料

措参健康手帳、靴(屋内用)

※運動できる服装でご参加ください。

申し込み不要(直接会場ヘ)

固保健センターft7185-1126

ミ子宮がん検診の集団検診が始まります

日時 5月24日附 .30日側午前と午後、

5月23日開・ 29日(月)・ 31日附午後

場所保健センター

対象・定員市内に住民登録・外国人登

録している女性で、 1987(昭和62)年

3月31B以前に生まれた方、 1200人

内容易誠細胞診

受~費 500円(①医療受給者証または

高齢受給者証をお持ちの方、①世帯全員

が05年度市県民税非課税の方、①生活

保護世帯の方は無料)

※①の方は5月16日までに保健センタ

ーヘご連絡ください。

申し込み ハガキ(1人1枚・連名不

可)に住所、氏名、生年月日、電話番号

を明記し、 4月26日必着で〒270・1132

湖北台1の12の16保健センターヘ(フ

ァクスは不可)

※子宮がん検診は、 12月末まで市内委

託医療機関でも受診できます。

※受信者には、 5月中旬に「検診の案

内Jを務差します。

※乳がん集団検診(マンモグラフィ検

査)は6月に実施します。詳しくは広報

5月16日号でお知らせします。

園保健センターft7185-1126

図 は「あぴこ楽校Jの事業です。 市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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もも求Jもも代Jのだめのインタ~ンシシコ。

ょう之を地域活動
「ょうこそ地域活動Jは、定年退職前後のシニア世代の皆さんに、気軽に、さまざ

まな地域活動を体験していただき、その楽しさや我孫子という地域を知ってもらい、

体験後は、自分にあった活動で、これまでの経験を活かしてもらおうとする事業です。

今年は、 65団体(下表参照)が受け入れに協力します。

定年退職前後の皆さん、地域の活動を知るきっかけに、奮ってご参加くた.さい。

体験期間 4月中旬から2007年2月末までの団体が指定または体験者が希望する期間

参加費無料(ただし、体験内容によっては実費負担がある場合もあります)

申し込み ・固 電話またはファクス、 Eメーjレで市民活動支援課ft7185-1467剛

{福祉}

NO 団体名 ・施設名 体験できる主な内容

我孫子市手話 定期の手話の学習会にまず参加し、その後交流会、講演会などすべ
サークルつくし野 ての会の活動への参加

2 
我孫子市手をつなぐ 福祉作業所「みずきJの草取り・畑仕事、花フキン縫い(手縫い)、

育成会 手芸など

3 我孫子脳宇中友の会
脳卒中による後遺症者の親睦と励まし合いなどにより、本人と家族

の生活や権利を守ることなどを目的とする会で、会報の発行

4 
あびこハーモニカ ハーモニカのボランティア演奏を通して慰問などを行なっている団

サロン体で、演奏に合わせて行う、声セラピー、踊りなど

5 
NPO法人我碩子 協力会員(運転担当者)と利用会員の事前の了解のもとに、高齢者、

ピークルサービス 障害者の外出支援として行う送迎サービスに同乗

6 おたまじゃくしの会
障害者とボランティアが水の中で親しみ、水の浮力を利用して運動
などを行うことを目的とする会で、プールの中で障害者のサポート

7 
お話しボランティア 高齢者と話をすることなどでその人の心を癒すことなどを目的とし

Iひまわりj た会で、会員に同行しでボランティアとしての心構えを感じ取る

8 
NPO法人在宅福祉 通所介護・デイサービスの補助、機関紙 「まどかのたよりjの入力

サービスまどか 制作

9 地域ボランティアの会
特別養護老人ホーム 「アコモードjで入居者が書道を行なう時に、
車イスの方を会場ヘ誘導するなどの援助

10 NPO法人ディヘルプ
高齢者の家庭内事政防止の住宅改修などを目的とした法人で、手す
り取り付けなど大工工事や高齢者との対話、草刈りなど

11 
並木小 高齢者との交流の場を提供する団体で、高齢者との話し相手、お茶

「ふれあいサロンj の接待(お菓子を買いに行く)、会場の準備

12 
ふれあい弁当 主に一人暮らしのお年寄りに届けているお弁当に濯える季節の絵な

カード班 どを張ったカードの作成

13 ボランティア北遊会
訪問先の施設で、芸(箇、歌、ゲーム)などの発表、会の出し物の
補佐と歌謡のページめくり、指さしなど

{福祉(施設)]

14 かっぱの家
「障がいをもっ者もいきいきと生活しようリを目的に食堂や堆肥
(たいひ)の製造販売などを行う団体で、障がい者の自立援助

グループホーム
認知症の方が少人数で家庭的な雰囲気の中で自立して暮らせるよう、

15 Iあらきのお家j
普通のお家のように、家事、食事、散歩、買物などI南新木のお家j

16 
グループホーム 認知症のある高齢者と歌を歌ったり、散歩したり、買物、体操。食

ヴィスタリオ 事作り、洗濯物干しなど、生活全般の関わり

17 けやき社会センター
障害者に働く場を提供し、その自立を図る施設で、パン作り、しい
たけづくり、クリーンセンターでのビン選別作業、公園清掃など

18 地域福祉作業所にじ
受注作業(カタログのセット・発送、付録のセットなど)、公園清

掃、藍染晶の製作など日々 の活動を会員とともに行う

19 デイサービス柴崎
高齢者とお話や一部お世話(入浴・食事・お茶出しなど)、高齢者

との趣味活動、高齢者と太鼓をたたいてメンタルヘルスケアなど

20 
デイサービスセンター

認知症専門の小規模デイサービスで、認知症の方とのよりよい応対Iあらきのお家j

21 
デイサービス・ 戦中戦後をたくましく生き抜いた方々 とのコミュニケーション。

宅老所れもん おしゃべりをしたり、散歩をしたり、五目並べや囲碁、将棋など

22 
特別養護老人ホーム

施設利用者と余暇活動、話し相手、軽作業
アコモード

23 NPO法人虹の会
宅老所虹の家でデイサービスに参加し、高齢者の方とのおしゃべり、
車イスを押したり散歩時の介助をしたり、趣味活動の披露など

24 福祉作業所みずき
作業所で、園芸・木工・その他の作業支援、販売支援、職員と利用
者で出かける時の外出支援

25 平和の皇あびこ
利用者とのお話しゃレクリエーションに参加。歌や演奏などの発表
.6. 
~ 

7185・5777Eメールshiminkatsudou@city.abilくo.chiba.jpヘ
※希望団体などと調整し、市から連絡します。また、受け入れ団体などに関する相談

も受け付けます。

.体験する方は、できるだけ説明会8相談会に参加してください。

艶聞ft&細部会

日時・場所 4月23日旧)午前10時から正午、市役所庁舎分館大会議室

内容 インターンシνプの概要説明、体験希望分野ごとの相談会

申し込み不要(直接会場ヘ)

{教育 ・文化}

NO 団体名・ 施設名 体験できる主な内容

26 相島芸術文化村
伝統文化の紹介、文化を納とした地燥のコミュニティー作りの推進
などを行う団体で、会員向ttカルチャー教室など

27 
義郁子おもちゃ図書館 幼い子どもさんをお母さんと一緒に見守り、いっしょに遊ぶ。おも

Iかっぱの家j ちゃの管理・修理。布のおもちゃを手作り

28 あぴこガイドクラブ
市内外の方に我孫子を知ってもらうことを目的とする団体で、会員

と一緒に我孫子市内や近隣市町村の歴史、文化、自然を勉強

29 
我孫子市史研究 歴史部会(古文書解読・研究講座)、合同部会(市内のハケの道を

センター歩き、点在する石碑や碑文を研究)

30 
我孫子の文化を 我孫子の自然と文化遺産を守り、新しい文化の発展に資することを

守る会 目的とする会で、放談クラブ、史跡文学散歩

31 
NPO法人 イチゴ栽培農業活動体験、地域子ども教室・ゆめチャレンジファー

生きがい学園 ムの講師補助など

32 江戸東京散歩茜会
歴史や文学に関心のある人たちと都内の史跡探訪。 5月神楽坂コー

ス、 6月三鷹コース、 7月東京ジャーミィ、駒場コースなど

33 
江戸東京史跡 東京都内や東葛飾地媛を中心とした有名・無名の史跡、文学作品に

文学散歩の会 縁のある個所について、見学と勉強

34 調北座会
地燥の歴史・現状を学び、地域の将来を考える会で、学習会、古文

書講座、鎌倉道の清掃、古代米(赤米)の作付けなど

35 
市民劇団 「赤毛のアンJなどを公演予定の劇団で、発声練習、早口ことば、

「あびこ舞台j 発声訓練を兼ねた合唱・柔軟体操など、さまざまな舞台の基礎

36 
東葛インターネッ トシニアの方にインターネットを普友し、生きがいを共有していくこ

普及会 とを目的とする会で、定期講習会でメイン講師の補佐など

37 なかざと21
高齢者と子どもの交流、地域のコミュニティ化などを目的とする団
体で、親子夏休み工作教室・収穫祭などへの参加

38 パソコン楽しみ隊
パソコ川要用環境を広げる活動を通して地域交漉を深めることを目

的とする会で、パソコン講習などへの参加

39 
NPO法人 シニア世代の生涯学習と世代間交流を目的とする 「ふれあい塾あび
ふれあい塾あぴこ こJの各種講座の企画・資料作成や会場の準備など

40 
ふれあい 月例観察会で学習し、手賀沼周辺の「自然・環境Jと「歴史・文

手賀沼の会 化Jについて、バランスのとれた見識を深める

[環境}

41 
あぴこ型 I地制消J安全・安心農産物の卜レサビリティ(栽培履歴)処理サポート、あ

推進協韻会 びこ工コ農産物即売会販売サポート、農家に対する援農体験など

42 
我孫子市 鳥博探鳥会・自然観察会、同好会(鳥凧(とりだこ)同好会、デジ

鳥制毒物館友の会 カメ同好会、鳥の絵教室)の定例会・イベン卜への参加

43 我孫子野鳥を守る会
定例探鳥会など、鳥を通して我孫子の自然や手賀沼の環境、遠出す

ることによって他地減と我孫子の環境の違いなどを理解・体験

44 イーエム我鶴子
中学校の理境学習(生ごみのたいひ化・野菜づくりなど)、自然農
法による野菜、花づくり、 fEMボカシj作りなど

45 工コライフあぴこ
地琢温暖化防止のため、家庭で行う省エネ生活の情報に接する。市

民と一緒になって行う活動を通じてC02MIJ滅の実践活動

46 食・隙綿
楽しみながら地燥の農業支援や食と農を通じて人々 の交瀧を行う団

体で、農家の指示に従った農作業

47 
手賀沼わんニャン 手賀沼公園遊歩道の野良ネコをゼ口にする活動を行う団体で、一時

クラブ的に保護した野良ネコの世話など

48 伝習農場むそう塾
有機農法による野菜栽培などの講習、按術交漉会、見学会などへの

参加

49 花かご会
我孫子駅南口前の花だんのデザイン、花苗の選択・土づくり・花の

植え付け・雑草取り・花がらつみ ・水やりなど花だんづくり全般

50 花と韻の会
養護施設、福祉作業所での花だん作り・育苗作業などを主な活動と
する会で、花の育苗作業など

=4ページヘ続く=
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4
月
1
日
か
ら
保
険
税
率
を
改
定

国
民
健
康
保
険
(
以
下
「
国
保
」
)
の
医
療
費
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
国
保
事
業
会
計
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。
市
で
は
、
国
保
事
業
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
4
月
1
日
か
ら
保
険
税
率
を

故
定
し
ま
し
た
。
条
例
改
正
は
3
月
の
市
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

-ー-t1 怠第 1163号

予算の収入と支出

区分

V表 1

2005年度予算額 2006年度予算額対前年度比

4.9% 44億2347万円42億1520万円保険税

4.5% 26億6461万円25億日44万円国・県支出金

22.8% 

39.0% 

24億4957万円

8億95∞万円

療養給付費等交付金 19億9448万円

6億4400万円一般会計からの繰入金

収

入

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
国
保
の
税
収

を
確
保
し
負
担
の
公
平
を
期
す
る
た

め
、
滞
納
世
帯
へ
の
戸
別
徴
収
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
市
の
保
険

税
の
収
納
率
は
2
0
0
4
年
度
末
位

・
ω
%
で
、

県
内
お
市
中
2
番
目
の

高
い
水
準
で
す
。

ま
た
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、

市
の
一
般
会
計
か
ら
2
0
0
6
年
度

は

4
億
5
0
0
0
万
円
の
繰
り
入
れ

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
不
足

事
乞
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
厳
し
い

財
政
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
会
計
の
支
出
は
、
保
険
給
付

17.2% 

11.1 % 

11.9% 

2億0735万円

95億8100万円 106億4αx)万円

64億9871万円 72億7239万円

19億3388万円 21億4958万円

1億7688万円そのイ也

収入合計

保険給付費(医療費等)

老人保健拠出金

に
必
要
な
経
費
、
老
人
保
健
拠
出
金

(注
1
)
や
介
護
納
付
金
(
注
2
)

の
納
付
に
必
要
な
経
費
、
保
健
事
業

の
運
営
に
必
要
な
経
費
、
管
理
運
営

経
費
な
ど
で
す
。
(
表
1
)

※
注
1

老
人
医
療
費
は
、
老
人
医

療
受
給
者
の
一
部
負
担
金
、
公
費
、

国
保
・
健
保
な
ど
の
保
険
者
か
ら
の

拠
出
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

保
で
は
、
老
人
保
健
拠
出
金
と
し
て
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
拠

出
し
て
い
ま
す
。

※
注
2
介
護
納
付
金
は
、
国
が
介

護
給
付
費
全
体
の
見
込
み
か
ら
、

m制

11.2% 

3.3% 

10.4% 

11.1 % 

保険税率の改定(改正後と改正前)

区分 改正後 改正前

所得割額 9.25% 8.70% 

被保険者均等割額 22，200円 20，400円

世帯別平等割額 18β00円 16β00円

所得割額 1.55% 1.30% 

被保険者均等割額 12β00円 12，000円

介譜分賦課限度額 90，000円 80，000円

※ 40歳以上 65歳未満の方(介護保険第2号被保険者)は、
医療分と介護分の合計が課税額になります。

※医療分の賦課限度額は、 53万円で変更はありません。

7億3046万円

95億8100万円 106億4αx)万円

4億8757万円

7億0687万円

4億4154万円

介護納付金

そのイ也

支出合計

支

V表2

医療分

介護分

出

歳
以
上
回
歳
未
満
(
介
護
保
険
第
2

号
被
保
険
者
)
の
1
人
あ
た
り
負
担

額
を
算
出
し
、
市
町
村
の
国
民
健
康

保
険
や
企
業
な
ど
の
医
療
保
険
者
は
、

人
数
に
応
じ
て
介
護
納
付
金
を
納
付

し
ま
す
。

国
保
で
は
、
介
護
納
付
金
に
つ
い

て
国
・
県
が
半
分
を
、
残
り
を
国
保

加
入
者
の
ω
歳
以
上
旬
歳
未
満
(
介

護
保
険
第
2
号
被
保
険
者
)
の
方
に

負
担
し
て
い
た
だ
き
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
に
拠
出
し
て
い
ま
す
。

市
の
保
険
税
率
は
、
所
得
割
額
を

1
9
9
6
年
度
に
、
資
産
割
額
・
均

等
割
額
・
平
等
割
額
を
2
0
0
0
年

度
に
撃
品
以
来
、
2
0
0
5
年
度
に

平
均
で
日
・
9
%
増
と
大
幅
な
改
定

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
固
定
資
産

税
を
基
礎
に
課
税
さ
れ
て
い
た

資
産
割
額
を
廃
止
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
今
年
度
も

平
均
で
5
・
5
%
増
の
改
定
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
の
保
険
税

率
改
定
の
内
容
は
、
表
2
の
と

お
り
で
す
。

ま
た
、
介
護
分
の
賦
課
限
度

額
を
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴

い
、
中
間
所
得
者
層
の
負
担
を

緩
和
す
る
た
め
に
、

8
万
円
か

ら
9
万
円
に
改
正
し
ま
し
た
。

※
な
お
、
2
0
0
4
年
度
税
制

改
正
に
伴
い
、
日
歳
以
上
の
方

の
年
金
所
得
を
算
出
す
る
と
き

の
公
的
年
金
等
控
除
額
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
影
響
で
、
2
0
0
6
年

度
の
国
保
税
が
負
担
増
と
な
る
方
が

い
ま
す
。

た
だ
し
、
急
激
な
負
担
増
を
避
け

る
た
め
、
昭
和
白
年
1
月
1
日
以
前

生
ま
れ
で
、
2
0
0
4
年
中
の
所
得

に
従
前
の
公
的
年
金
等
控
除
の
適
用

を
受
け
て
い
た
方
に
は
、
公
的
年
金

等
特
別
控
除
と
し
て
、
所
得
割
額
の

算
定
基
礎
と
軽
減
判
塞
附
得
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
、
2
0
0
6
年
度
は
日
万

円
、
2
0
0
7
年
度
は
7
万
円
を
控

除
す
る
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

※
保
険
税
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
国
保
年
金
謀
保
険
税
担
率
一
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下

の
場
合
、
医
療
分
・
介
護
分
の
均
等

割
額
と
平
等
割
額
が
ω
%
ま
た
は
却

%
減
額
さ
れ
ま
す
。
未
申
告
の
場
合

は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
市
県
民

税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
災
害
や
解
雇
、
倒
産
な
ど

で
、
所
得
が
前
年
よ
り
著
し
く
減
少

し
、
さ
ら
に
資
産
な
ど
の
状
況
か
ら

徴
収
猶
予
、
納
期
限
の
延
長
な
ど
に

よ
っ
て
も
保
険
税
を
支
払
う
の
が
困

難
な
場
合
に
、
審
査
の
う
え
減
免
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一納
税
通
知
書
は

}

「
1

6
月
旬
日
に
発
送
「」

今
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
の
所
得
割
額
が
確
定
し

た
後
、
6
月
四
日
に
罪
送
し
ま
す
。

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
5
3

国民健康保険の主な給付

安心して必要な医療を

。
治
療
は
一
部
の
負
担
で

病
院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
を
提

示
す
る
と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一

部
(
1
割
か
ら
3
割
)
の
負
担
で
治

療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

入
院
中
の
食
事
代
も
、
自
己
負
担

は
一
部
と
な
り
ま
す
。

。
退
職
者
医
癒
制
度

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

年
金
(
老
齢
・
退
職
)
受
給
権
者
と

そ
の
被
扶
養
者
は

「退
職
者
医
療
制

度
」
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

。
高
齢
受
給
者
証

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
初
歳

に
な
る
と
、
誕
生
日
の
翌
月
(
1
日

が
誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
)
か
ら
老

人
医
療
に
該
当
す
る
ま
で
の
問
、
「高

齢
受
給
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

-
割
ま
た
は
2
割
の
負
担
で
受
診

で
き
ま
す
の
で
、
保
険
証
と
併
せ
て

医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

。
高
額
の
医
癒
費
を
負
担
し
た
場
合

①
同
じ
方
が
同
じ
月
に
、
同

一の
医

療
機
関
で
、
限
度
額
を
超
え
て
医
療

費
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
ひ
と
つ
の
世
帯
で
、
同
じ
月
に
複

数
の
方
が
一
人
2
万
1
0
0
0
円
以

上
を
支
払
い
、
そ
の
合
計
が
限
度
額

を
超
え
た
と
き
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

③

一
人
の
方
が
同
じ
月
に
複
数
の
医

療
機
関
で
2
万
1
0
0
0
円
以
上
を

支
払
い
、
そ
の
合
計
額
が
限
度
額
を

超
え
た
と
き
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
診
療
月
か
ら

約
3
カ
月
後
に
通
知
し
ま
す
。

。
医
療
費
以
外
の
給
付

①
出
産
育
児
一
時
金
(
却
万
円
)
・
・

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
支
払

い
ま
す
。
妊
娠
お
日
以
上
の
死
産
・

流
産
は
、
医
師
の
証
明
書
な
ど
が
あ

れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
葬
祭
費
(
印
万
円
)
:
・
被
保
険
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
葬
祭
を
行
っ
た

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
後
日
支
払
わ
れ
る
も
の

次
の
ま
る
と
き
は
、
と
り
あ
え

ず
医
療
費
を
全
額
支
払
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
後
日
領
収
書
を
添
え
て
申

請
す
る
と
、
国
保
連
合
会
が
査
定
し
、

給
付
さ
れ
ま
す
。

ホ
緊
急
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
保

険
証
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
と
き

本
海
外
渡
航
中
に
医
療
機
関
で
治
療

を
受
け
た
と
き

ホ
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装
具

代
や
輸
血
の
生
血
代

本
医
師
が
必
要
と
認
め
た
は
り
、
き

ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
賛

。
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
の
施
設
利
用
券

必
歳
以
上
の
加
入
者
は
、
市
指
定

の
施
術
所
(
一
覧
表
は
国
保
年
金
課

窓
口
に
用
意
)
で
、
施
設
利
用
券
1

枚
に
つ
き
1
0
0
0
円
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

施
設
利
用
券
は
、
1
日
1
枚
、
4

月
申
請
で
年
間
最
大
M
枚
利
用
で
き

ま
す
。
交
付
枚
数
は
、
申
請
が
1
月

遅
れ
る
毎
に
1
月
に
つ
き
2
枚
ず
つ

少
な
く
な
り
ま
す
。

施
設
利
用
券
は
国
保
年
金
課
か
各

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

。
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
は
入
院

中
の
食
事
代
を
軽
減

入
院
し
た
場
合
の
食
事
代
は
、
治

療
に
か
か
る
費
用
と
は
別
に
、
-
食

に
つ
き
2
6
0
円
が
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
が
、
市
県
民
税
非
課
税
世
帯

や
初
歳
以
上
の
低
所
得
者
な
ど
は
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
(
左
表
)
。

軽
減
を
受
け
る
に
は

「標
準
負
担

額
減
額
認
定
祉
」
が
必
要
で
す
。
該

当
す
る
方
は
国
保
年
金
課
(
老
人
医

療
受
給
者
は
介
護
支
援
謀
)
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
院
日
数
が
ω
日
を
超
え

る
と
、
負
担
額
は
さ
ら
に
軽
減
さ
れ

ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
2
4

※
老
人
医
療
受
給
者
は
介
護
支
援
課

.
内
線
4
1
4
へ
。

自己負担額
1食あたり 260円

210円

160円

100円

員

院

院

閣

入

入

症

の

ふ

「

日

i
n倒
的

ヨ

4
日

日

れ

の

象

入

ωω
刑

判

加

等

唯

創

対

般

山

北

の

一

樹

齢

中

非

O

院

制

7

入

府
V

市

※低所得Iは、世帯主と被保険者が市県民税非課税で、各

種所得がすべてO円になる世帯に属する方。

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号宮 7185-1111

国
保
会
計
の
収
入
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
保
険

税
と
国
・
県
支
出
金
を
主
な
財
源
と

し
て
い
ま
す
。

近
年
、
医
療
技
術
の
高
度
化
や
加

入
者
の
高
齢
化
、
生
活
習
慣
病
、
慢

性
疾
患
に
よ
る
治
療
期
間
の
長
期
化

な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
保
の
加
入
者
数
も
、
退

職
や
リ
ス
ト
ラ
、
雇
用
形
態
の
変
化

に
よ
り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

臼 は「あぴこ楽校jの事業です。
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之

E
'
町
、
〆
ノ
ザ
ン

a
，権、
'
l
v
h

，a
，

5
月
か
ら
毎
月
、
市
内
の
態
依

船
酔
(
江
蔵
地
1
0
2
7
の
6
)
で、

乗
馬
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

馬
の
や
さ
し
い
瞳
に
い
や
さ
れ
て
、

馬
の
高
い
背
中
か
ら
い
つ
も
と
違
う

風
景
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
お
馬
と
な
か
よ
し
コ

I
ス

(引
き
馬
)

日
時
・
場
所

5
月
5
日
胸
、

5
月

幻
日
制
午
後
3
時
か
ら
4
時
加
分
、

仲
馬
倶
楽
部
(
雨
天
中
止
)

内
容

馬
の
ブ
ラ
ツ
シ
ン
グ
、
引
き

乗
馬

-ー-.. ti 怠

.び 2 5函島近なとり

(7) 2006.4.16 

~ ~ ~ 
馬
(
ス
タ
ッ
フ
が
馬
の
横
を
歩
い
て

主

-
A
M
C

付
添
い
ま
す
)
、
餌
や
り
な
ど

対
象

3
歳
以
上
の
方
(
小
さ
い
お

子
さ
ん
は
ポ
ニ
l
で
対
応
)

参
加
費

3
歳
か
ら
小
学
校
6
年
生

3
0
0
円
、
中
学
生
以
上
5
0
0
円

※
5
月
5
日
に
参
加
す
る
小
学
校
6

に
ん
じ
ん

年
生
ま
で
の
方
で
、
ト
八
参
1
本
を
持

参
(
人
参
は
縦
に
4
つ
に
切
っ
て
お

く
)
す
る
と
無
料
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み

不
要
(
当
日
会
場
へ
)

※
年
聞
を
通
し
て
毎
月
第
3
日
暗
日

に
行
い
ま
す

(
4
月
か
ら
6
月
・

9

月
か
ら
日
月
午
後
3
時
か
ら
4
時
却

分、

7
・
8
月
午
後
4
時
か
ら
5
時

却
分
、
ロ
月
か
ら
3
月
午
後
2
時
か

ら
3
時
却
分
)
。

。
お
馬
と
ス
テ
ッ
プ
コ
l
ス

(
乗
馬
体
験
教
室
)

日
時
・
場
所

5
月
7
日
制
①
2
時
、

②
2
時
却
分
、

③
3
時
、
仲
馬
倶
楽

(スズメ目ハタオリドリ科)

私
た
ち
に
最
も
身
近
な
烏
と

い
え
ば
ス
ズ
メ
で
す
。
ス
ズ
メ

は
人
家
と
そ
の
周
辺
の
樹
林
、

農
耕
地
、
草
地
、
河
原
に
生
息

し
て
い
ま
す
。

ス
ズ
メ
は
人
家
密
度
に
比
例

し
て
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
知

V桜の花をついぱむスズメ

中西柴予さん(鳥の博物館友の会会員)

塩田いづみ(鳥の博物館学芸員)

真写
文

し
て
み
ま
也
九
か

部
(
雨
天
中
止
)

内
容

装
具
付
け
、
乗
馬
、
ブ
ラ
ツ

同
ぼ
う

シ
ン
グ
・
馬
房
の
清
掃
(
約
1
時

間
)
な
ど

対
象
・
{
E
貰

小

学

校

4
年
生
以
上

の
方
、
各
回
先
着
3
人

参
加
費

2
6
0
0
円
(
保
険
料
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
使
用
料
含
む
)

※
年
聞
を
通
し
て
毎
月
第
1
日
曜
日

(
雨
天
時
は
第
2
日
曜
日
)
に
実
施
。

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
か

E
メ
l
ル
で
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
一
T
2

7
0
1
1
1
6
6
我
孫
子
1
6
8
4

番
地
m
7
1
8
2
・
5
8
6
7
E
メ

ー
ル

ωM詰
W包
F
Q
o
E
W
C
@
Q
q
-

与
野
P
E
E
-匂
へ

主
催

N
P
O法
人
我
孫
子
乗
馬
会
、

我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
4

ら
れ
て
お
り
、
人
が
住
ん
で
い
な

い
廃
材
に
は
い
ま
せ
ん
。

繁
殖
期
に
は
、
枯
れ
草
を
用
い

す
き
ま

て
建
物
の
隙
聞
に
営
巣
し
ま
す
。

エ
サ
は
、
主
に
イ
ネ
科
、
タ
デ
科
、

キ
ク
科
な
ど
の
草
の
種
子
で
す
。

ス
ズ
メ
は
、
人
類
が
発
達
さ
せ

た
農
耕
文
化
や
住
居
な
ど
の
構
造

物
と
と
も
に
広
が
っ
た
烏
と
一
盲
っ

て
い
い
で
し
ょ
、
っ
。

今
の
季
節
、
サ
ク
ラ
の
花
が
花

ご
と
根
元
で
切
れ
て
落
ち
て
い
る

の
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
?
メ
ジ
ロ

や
ヒ
ヨ
ド
リ
は
花
の
蜜
を
、

2
aく

吸
い
ま
す
が
、
ス
ズ
メ
は
花
を
元

か
ら
ち
ぎ
っ
て
ク
チ
ュ
ク
チ
ュ
と

く
ち
ば
し
で
挟
ん
で
蜜
や
子
房
を

食
べ
る
の
で
、
花
が
落
ち
て
し
ま

う
の
で
す
。
サ
ク
ラ
の
花
に
と
っ

て
は
災
難
で
す
。

第10固景観賞を募集

美しい風雲

δ下志せれt'J'

日
常
の
中
で
、
感
動
し
た
り
、
心

が
安
ら
い
だ
り
し
た
風
景
。

「ま
ち

の
風
景
を
よ
く
し
よ
う
」「
我
孫
子

ら
し
い
風
景
を
守
っ
て
い
こ
う
」
と

活
動
し
て
い
る
方
や
、
お
し
ゃ
れ
な

家
・
庭
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

対
象

笠
巾
内
に
あ
る
建
築
(
モ
ニ

ユ
メ
ン
ト
や
看
板
も
含
む
)
②
市

内
に
あ
る
緑
地
や
水
辺
③
風
景
を

守
り
、
育
て
る
活
動
を
し
て
い
る
ひ

と
・
グ
ル
ー
プ
④
個
人
の
家
や
庭

※
い
ず
れ
も
、
法
令
(
地
区
計
画
な

ど
)
違
反
が
な
い
こ
と
。

表
彰

景
観
賞
、
景
観
奨
励
賞
、
景

観
住
宅
賞
(
選
考
結
果
は
、
広
報
あ

ぴ
こ
、
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
発
表
杢
定
)

応
募
方
法
応
募
用
紙
(
都
市
計
画

課
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
-

近
隣
セ
ン
タ
ー
、
我
孫
子
駅
前
行
政

連
絡
所
、
ア
ピ
ス
タ
に
用
意
ま
た
は

市
の
ホ
I
ム
ペ

I
ジ
に
掲
載
)
に
必

要
事
項
を
明
記
し
写
真
を
添
付
の
う

え、

5
月
白
日
消
印
有
効
で
一
T
2
7

O
l
l
l
9
2
市
役
所
都
市
計
画
課

(
住
所
省
略
可
)
へ

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
8

回

「
長
期
農
業
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集

5
月
か
ら
叩
月
の
半
年
の
問
、
農

家
の
方
の
畑
で
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
力
で
サ
ツ
マ
イ
モ
や
皐

芋
、
か
ぼ
ち
ゃ
や
ス
イ
カ
な
ど
を
育

て
ま
す
。

畑
の
土
作
り
や
苗
植
え
か
ら
収
穫

の
喜
び
ま
で
を
体
験
す
る
中
で
、
自

然
の
素
晴
ら
し
き
ゃ
農
業
の
喜
び
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

収
穫
後
に
は
、
作
っ
た
物
を
持
ち

寄
っ
て

「収
穫
祭
」
も
開
催
し
ま
す
。

日
程

5
月
6
日
出
か
ら
叩
月
幻
自

国
の
毎
週
土
曜
日
の
午
前
ま
た
は
午

後
の
2
時
間
程
度

※
第
1
・
3
・
5
土
曜
日
は
、
全
員

が
集
合
し
、
農
家
の
方
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
耕
作
し
ま
す
。

講
師

染
谷
智
一
郎
さ
ん
(
古
戸
)
、

鈴
木
哲
夫
さ
ん
(
高
野
山
)

対
象
・
客
員
市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
校
4
か
ら
6
年
生
の
男
女
叩
人

(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
厚
意
は
趣
旨
に
沿
っ
て
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
様
、

小
野
正
康
様
、
江
藤
勇
様
、
小
野
友

之
助
様
、
我
孫
子
市
緑
化
推
進
協
力

会
様
、
類
地
晋
朗
様
、
安
倍
和
子
様
、

今
哲
賢
之
助
様
、
倒
ふ
じ
野
様
、
我

孫
子
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様
、

E
Z
Zの
切
〉
河
樹
第
5
回
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
参
加
者
一
同
様
、
我
孫
子

市
民
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
様
、
昭
和

同
年
湖
北
小
学
校
卒
業
同
窓
会
有
志

様
、
我
孫
子
婦
人
大
学
七
期
生
一
同

様
、
つ
く
し
野
み
ず
き
会
様
、
つ
く

し
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
様
、
明
る

い
社
会
づ
く
り
我
孫
子
地
区
推
進
協

議
会
様
、
我
孫
子
理
容
組
合
様
、
名

戸
ヶ
谷
病
院
理
事
長
山
崎
様
、
辰
巳

同
窓
会
様
、
油
原
鉄
工
所
様
、
日
本

参
加
費

6
8
0
0
円

※
農
作
業
が
出
来
る
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
鎌
や
鍬
、
苗
や
種
な
ど

は
教
育
委
員
会
で
用
意
し
ま
す
。

応
募
方
法
メ
I
ル
か
ハ
ガ
キ
で
、

住
所
、
氏
名
、
学
校
・
学
年
、
電
話

番
号
、
希
望
す
る
活
動
時
間
(
午
前

の
み
・
午
後
の
み
・
両
方
可
)
を
明

記
し
、

4
月
幻
日
必
着
で
2
7
o
l

-
-
6
6
我
孫
子
1
6
8
4
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
E
メ
l
ル
ω吉
弘
内

包
若
o
E
E
@巳汁
Z
E
E
-
n
E

E-号
へ

圃
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
4

※
農
家
の
方
と
の
顔
合
わ
せ
会
を
、

4
月
沼
田
鯛
午
後
1
時
却
分
か
ら
教

育
委
員
会
で
行
い
ま
す
。

の
心
を
歌
、
つ
会
様
、
〉
m.〉
我
孫
子

湖
北
台
モ
ッ
ク
の
仲
間
違
様
、
柏
法

人
会
女
性
部
会
様
、
我
孫
子
郵
便
局

棟
、
鈴
木
謙
棟
、
ユ
ア
I
我
孫
子
様
、

我
孫
子
太
子
会
湖
北
支
部
様
、
ク
リ

ー
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5
様
、
山
聞
東

我
孫
子
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
、
我

孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
様
、
我
孫
子
北

部
地
域
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
様
、

天
王
台
地
区
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
様
、
女
声
合
唱
団
ラ
・
メ
l
ル
様
、

実
武
道
会
館
チ
ャ
リ
テ
ィ
I
募
金
様
、

寺
嶋
正
男
様
、
本
門
悌
立
宗
妙
晃
寺

様
、
身
障
者
セ
ン
タ
ー
家
族
会
こ
ぴ

あ
様
、
茂
木
勇
紀
様
、
船
戸
の
森
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ
様
、
社

交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
ミ
モ
ザ
様
、

ニ
ュ

I
ア
ド
バ
ン
ス
側
様
、
古
登
正

子
様
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第

一
団
様
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子

第
二
団
様
、
明
治
大
学
校
友
会
我
孫

子
地
域
支
部
様
、
我
孫
子
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
タ
ン
ゴ
研
究
会
様
、
我
孫
子
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
森
木
富
子
様
、

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
湖
北
台
教
会

教
会
学
校
様
、
松
戸
友
の
会
北
柏
方

面
様
、
あ
ぴ
こ
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
実

行
委
員
会
棟
、
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

同
好
会
様
、
佐
藤
克
彦
様
、
昭
生
十

二
支
会
様
、
我
孫
子
第
二
小
学
校
P

T
A
様
、
我
孫
子
市
民
ゴ
ル
フ
フ
エ

ス
タ
参
加
者
様
、
我
孫
子
市
新
潟
県

人
会
様
、
誕
生
日
あ
り
が
と
う
の
会

様
、
中
央
学
院
高
校
平
成
げ
年
度
3

年
5
組
様
、
中
央
学
院
高
校
平
成
げ

年
度
3
年
7
組
様
、
西
谷
茂
男
様
、

利
根
コ
カ
・
コ
l
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
側

様
、
我
孫
子
市
無
料
職
業
紹
介
所
相

談
員
二
之
宮
力
和
様
、
東
日
本
ガ
ス

側
様
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ

ら
き
の
お
家
様

※
こ
の
ほ
か
時
特
匿
名
で
の
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(
掲
載
は
受
け
付
け
順
。
何
年
3
月

白
日
受
け
付
け
分
ま
で
)

回 第羽田鳥の博物館企画展噂

あび20)公~0)島むち

第
m
M
因
企
画
展

「あ
び
こ
の
公
園

の
烏
た
ち
」
で
は
、
私
た
ち
の
身
近

な
緑
と
し
て
、
市
内
の
4
つ
の
公
園

や
緑
地
(
宮
ノ
森
公
園
、
中
皐
市
民

の
森
、
天
王
台
西
公
園
、
根
戸
船
戸

緑
地
)
を
、
烏
を
中
心
と
し
て
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

自
分
の
ま
ち
の
公
園
の
よ
さ
を
再

発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

4
月
お
日
細
か
ら
9

月
M
日
側
、
午
前
9
時
却
か
ら
午
後

4
時
却
分
、
烏
の
博
物
館

入
場
料

3
0
0
円
(
高
校
大
学
生

2
0
0
円
、
小
中
学
生
1
0
0
円
)

烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2

圃2
1
2
 

企天王台西公園 (5月)
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強
弱
@
@
m
u

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援、

補
助
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
ぜ
ん
か

布
佐
新
緑
ま
つ
り

-・-
日
4
月
mm
日
畑
山
時
1
日
時
(
雨
天

時
4
月
初
日
制
)

所
布
佐
駅
東
口

駅
前
の
成
回
線
に
平
行
し
た
道
路

肉
食
べ
物
、
衣
料
品
、
雑
貨
な
ど
の

出
庖
、
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

固
布

佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
E
7
1
8

9
・
2
1
1
9
(側
・
側

・
幽
)

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
誠
会

湖
北
台
春
ま
つ
り

日
4
月
沼
田
回
目
時

i
m時
、
お
日

回
日
時
1
口
時

所
湖
北
台
近
隣
セ

ン
タ
ー

内
発
表
:
・
詩
吟
、
剣
舞
、

ダ
ン
ス
な
ど
、
演
奏
:・
吹
奏
楽
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
な
ど
、
作
品
展
示
:
・
染
色
、

ア
1
ト
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
、
販
売
:
焼

き
そ
ば
、
赤
飯
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ケ
ー

キ

費
入
場
無
料

固
湖
北
台
近
隣

セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・
1
1
2
2

青
山
台
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
む
会

第
リ
円
回
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

臼
5
月
6
日
出
凶
時
j

M
時

所
市

民
プ
ラ
ザ

曲
目

「
フ
ル
ー
ト
四
重

奏

曲

第

1
番
、
第
2
番
」
「
弦
楽

四
重
奏
曲
第
比
番
」
(
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
)
ほ
か

出
手
賀
沼
カ
ル
テ
ッ
ト

(
ア
マ
チ
ュ
ア
弦
楽
四
重
奏
団
)
ほ

か

費
入
場
無
料

固
米
山
宮
7
1

8
4
・
5
7
5
3

" 
お第 1163号

-
F
加
し
て
み
ま
ぜ
ん
か

公
開
講
演
会

「
免
疫
力
を
高
め
る
・
・
笑
い
と
健
康」

日
・
:
日
時

所
・・・場所

日
4
月
M
日
何
回
時
却
分

1
日
時
却

分

所
近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ

内

「
免
疫
力
を
高
め
る

・・

笑
い
と

健
康
」
、
講
師
:
・
川
上
千
里
さ
ん
(
日

本
笑
い
学
会
東
京
支
部
運
営
委
員
)

対
先
着
1
0
0
人

費
無
料

固
我

孫
子
市
消
費
者
の
会

・
和
田
宮
7
1

8
3
・
1
4
3
4

「う
つ
病
当
事
者
・
家
族
会
」

N
P
O法
人
ザ
フ
ト
設
立
記
念
講
演

日
4
月
お
日
冊
目
時
却
分
開
演

所

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
柏

内
う
つ

を
知
る
パ

1
ト
2
「
う
つ
の
予
防
」

と
「
付
き
合
い
方
」
、
講
師
:・
川
副

泰
成
さ
ん
(
国
保
旭
中
央
病
院
神
経

精
神
科
部
長
)

費
無
料

固
N
P

O
法
人
ザ
フ
ト
事
務
局
宮
0
8
0
・

3
1
2
3
・
9
6
4
4

ニ
ュ
ー
ス
ポ
I
ツ
を
通
し
て

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

1

所
・
日

(
い
ず
れ
も
土
曜
日

)
O根

戸
小
学
校
:・
4
月
四
日

・
羽
田
、

5

月
6
日、

6
月
3
日

-
U
目、

7
月

1
日

・
四
日

・
羽
田
9
時
1
ロ
時

。
我
孫
子
第
三
小
学
校
・
・
・

4
月
日
日

・
羽
田
、

5
月
6
日

・
初
日
、

6
月

3
日

・
口
目
、

7
月
1
日

・
日
日

・

mm
日
9
時
却
分
i
H時
却
分
。
湖

北
台
西
小
学
校
:・

4
月
幻
目
、

5
月

日
日

-
U
目、

6
月
叩
日

-
M
目、

7
月
8
日

・
幻
自
9
時
却
分
1
ロ
時

。
布
佐
南
小
学
校
・

:
4月
日
日
、

5

月
初
日
、

6
月
3
日

・
口
目
、

7
月

1
日

・
日
日
日
時

i
u時

内
シ

ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど

対
小
学
生
以
上

費
無
料

持
室
内

用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

園

教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8
7
・

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

種
・・・種目

7
5
5
5
 

第
打
田
市
民
ベ
タ
ン
ク
大
会

日
5
月
日
日
凶
8
時
却
分
集
合
(
雨

天
中
止
)

所
市
ゲ
l
ト
ボ

l
ル
場

(
み
ど
り
園
隣
り
)
種
目
3
名
1
チ

ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
(
初
心
者
可
)

費
1
人
1
0
0
円
(
保
険
代
等
、
当

日
徴
収
)

申
・
固
ハ
ガ
キ
に
大
会

名
、
チ
ー
ム
名
、
参
加
者
会
員
の
住

所
壌
、
代
表
者
の
電
話
番
号
を

明
記
し
、

4
月
お
日
必
着
で
〒
2
7

O
I
l
-
-
1
古
戸
6
9
6
我
孫
子

市
民
体
育
館
内
教
育
委
員
会
体
育
謀

E
7
1
8
7
・
7
5
5
5

オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
カ

ッ
プ
卓
球
大
会

日
5
月
幻
自
側
9
時
受
け
付
け

所

市
民
体
育
館
種
2
複
3
単
の
団
体

戦
、
男
女
別
各
1
部

・
2
部
(
登
録

は
4
1
7
人
)

費
1
チ
1
ム
4
0

0
0
円

申
・
固
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、

チ
l
ム
名
、
種
目
、
代
表
者
の
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号
、
参
加
者
全
員

の
氏
名
を
明
記
し
、

5
月
5
日
必
着

で
〒
2
7
o
l
-
-
6
4
つ
く
し
野

3
の
5
の
1
0
3
吉
田
常
子
宮
7
1

8
2
・
6
9
7
4

家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
5
月
四
日
同
9
時
開
会

所
市
民

体

育

館

種
目
ダ
ブ
ル
ス

対
市
内

在
住
の
家
庭
婦
人

費
1
人
9
0
0

円
(
当
日
持
参
)

申
・
固
ハ
ガ
キ

に
2
人
の
住
所

・
時
総

・
年
齢

・
電

話
番
号

・
ラ
ン
ク
を
明
記
し
、

4
月

初
日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1
4
3

天
王
台
5
の
2
の
1
の
4
1
1
鴨
木

其
謹
告
7
1
8
3
・
4
4
1
7

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
我
孫
子
選
手
権
大
会

警
県
民
体
育
大
会
選
考
会

日
5
月
7
日
制
9
時
開
始

所
市
民

体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種

目
ダ
ブ

ル
ス

一
般
男
女

・
シ
ニ
ア
男
子
必
歳

以
上

・
シ
ニ
ア
男
子

ω歳
以
上

・
シ

ニ
ア
女
子
必
歳
以
上
(
参
加
者
数
に

対
・
:
対
象
・
定
員

費
・
・
・
費
用

よ
り
種
目
変
更
あ
り
)
対
市
内
在

住

・
在
勤

・
在
学
の
高
校
生
以
上
の

方

費
1
組
2
0
0
0
円
、
高
校
生

1
組
1
0
0
0
円

申
・
固
ハ
ガ
キ

に
種
目
、

2
人
の
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

4
月
幻

日
ま
で
に
〒
2
7
0
1
1
1
5
1
本

町
3
の
4
の
8
鈴
木
等
宮
7
1
6
9

-
2
0
1
1
 

回
園
芸
教
室

日
①
5
月
初
日
出
9
時
却
分
1
日
時

却
分
②
日
時

1
日
時
③
お
日
制
9
時

却
分

1
日
時
却
分
(
全
3
回
)

内

①
植
物
の
土
と
ガ
1
デ
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
(
講
義
)
②
植
物
、
草
花
の
病

害
虫
の
防
除
(
講
義
)
③
植
木
、
草

花
の
ふ
や
し
方
(
実
技
)
講
師
樹

木
医

所
①
②
ア
ビ
ス
タ
③
乎
賀
沼

公
園

対
全
日
程
を
受
講
で
き
、
こ

の
教
室
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
方
、

必
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
、
後
日
通
知
し
ま
す
)

費
1

0
0
0
円
(
全
3
回
分

・
材
料
代
な

ど
)

申
・
固
往
復
ハ
ガ
キ

(1
人

1
枚
)
に
「
園
芸
教
室
希
望
」
、
住
所
、

町
内
旬
、
年
齢
、
電
器
削
番
号
、
あ
て
先

(
様
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)
を
明

記
し
、

4
月
M
日
必
着
で
一T
2
7
o

l
-
-
9
2
市
役
所
公
園
緑
地
課

(
住
所
省
略
可
)
・
内
線
5
4
5
へ

臼
春
を
つ
げ
る
草
花

日
4
月
辺
日
出
9
時
却
分
東
我
孫
子

駅
南
口
広
場
集
合

1
日
時
却
分
(
雨

天
中
止
)

所
岡
発
戸

・
都
部
の
谷

津

案

内
人
染
谷
迫
夫
さ
ん
(
自
然

観
察
指
導
員
)
服
装
・
持
動
き
や

す
い
服
装
、
あ
れ
ば
ル
ー
ペ
(
虫
眼

鏡
)

対
先
着
お
人

費
無
料

申・

固
電
話
で
手
賀
沼
課

・
内
線
4
6
5

3
土
曜
日
の
午
後
を
楽
し
く
遊
ぼ
う

E
お
も
し
ろ
工
作
で
あ
そ
ぼ
?

日
4
月
辺
日
回
目
時

1
日
時

所
我

孫
子
第

一
小
学
校
地
域
交
流
教
室

内
よ
く
飛
ぶ
紙
飛
行
機
、
こ
ろ
こ
ろ

風
車
、
び
っ
く
り
箱

対
小
学
生
、

先
着
目
入

費
無
料

申
・
固
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
で
4
月
口

日
か
ら
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮

7
1
8
5
・
1
6
0
4
m
7
1
8
2

.
5
8
6
7
E
メ
l
ル
的
可
色

S
野一可
O

E
WC@
a
q白
E
w
o
s-σ白
」
匂

子
ど
も
会
つ
て
な
あ
に

吉
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
論
議

会

)

日
4
月
お
日
制
比
時
i
M時

所
湖

北
地
区
公
民
館

対
子
ど
も
会
の
な

い
地
域
の
方
、
連
合
組
織
に
入
っ
て

い
な
い
子
ど
も
会

固
梅
谷
宮
0
8

0
・
5
5
1
5
・
0
2
6
1

外
国
人
の
た
め
の
パ
ス
ツ
ア
ー

日
4
月
辺
自
国
9
時
我
孫
子
駅
北
口

ロ
ー
タ
リ
ー
集
合
1
口
時
解
散
予
定

内
市
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
あ
る
、

休
日
診
療
所
の
所
在
地
の
確
認
と
見

学
後
、
佐
原
市
内
の
水
郷
散
策
か
船

遊
ぴ

対
日
本
人
市
民
の
参
加
も
可
、

先
着
却
人

費
5
0
0
円
(
佐
原
で

の
実
費
は
各
自
で
負
担
)

申
・
固

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
で
A

I
R
A事
務
局
宮
7
1
8
3
・
1
2

3
1
m
7
1
8
3
・
2
0
0
5
E
メ

ー
ル

E同
O
@
φ
包
円
ど
。

心
臓
ぺ

I
ス
メ
ー
カ
ー
勉
強
会

日
5
月
7
日
回
目
時
i
M時

所
ア

ミ
ュ
ゼ
柏

内
ペ
1
ス
メ
ー
カ
ー
に

関
す
る
専
門
医
の
講
演
、

Q
&
A
、

会
員
体
験
発
表

対
ペ
1
ス
メ
ー
カ

ー
装
着
者
と
装
着
予
定
の
方
(
付
き

添
い
可
)

費
1
0
0
0
円
(
資
料

代
ほ
か
、
当
日
徴
収
)

申
・
固
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
塚
田
宮
間
7
1
8

5
・
5
0
7
8

東
葛
飾
高
校
開
放
講
座

川
柳
教
室

日
5
月

i
u月
の
毎
月
第
3
出
9
時

却
分
1
ロ
時
却
分
と
8
月
1
叩
月
の

毎
月
第
4
回
目
時
却
分
i
M時
却
分

(
全
日
回
)

所
県
立
東
務
飾
高
等

学

校

講

師
江
畑
哲
男
さ
ん
(
東
葛

持
・・・持参

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

飾
高
校
教
諭
)

対
初
心
者
中
心
、

先
着
却
入

費
2
0
0
0
円
と
実
費

2
0
0
0
円
程
度
(
叩
回
分
)

申

・
固
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
2

7
7
1
8
5
7
0
相
市
旭
町
3
の
2

の
1
東
葛
飾
高
校
開
放
講
座
「
川
柳

教
室
」
係
官
7
1
4
3
・
4
2
7
1

第
一
印
回
全
国
健
康
福
祉
祭

(
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
)
し
ず
お
か
大
会

日
目
月
お
日
出

1
剖
日

ω(宿
泊
含

む
)

所
静
岡
県

対
県
内
在
住
の

印
歳
以
上
(
昭
和
辺
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
)
の
方

※
募
集
種
目
や
応
募
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
制
千
葉
県
社
番
祉
協
議
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
係
官
0
4
3
・
2

4
5
・
1
1
0
1
へ
。

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

I
資
格
取
得
講
習
会

内
視
覚
障
害
者
移
動
介
護
従
業
者
養

成
研
修
課
程
(
認
定
さ
れ
た
方
に
は

修
了
証
書
を
交
付
)

①
松
戸
会
場
・:日
5
月
日
日
嗣
1
U

日
側
(
会
4
日
)

所
ふ
れ
あ
い

2

.
松
戸
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料
3
万
円
(
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l

有
資
格
者
は
全
3
日
で
、

2
万
5
0

0
0
円
)

応
募
締
切
4
月
M
日

②

雲

場

:・日
6
月

官

制

・
四
日

制
(
会
2
日
)

所
相
市
教
育
福
祉

会
館

対
ホ
1
ム
ヘ
ル
パ

1
有
資
格

者

受
講
料
2
万
5
0
0
0
円

応

募
締
切
5
月
叩
日

※
申
請
書
の
請
求
な
ど
詳
し
く
は
視

覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ぽ

宮

0
4
3
・
4
2
4
・
2
5
8
2
へ
。

千
葉
げ
期

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
5
月
幻
日
制

・
辺
日
開

・
お
日

ω、

6
月
9
日
樹
(
全
4
日
)

所
千
葉

県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
千

葉
県
在
住

・
在
勤
の
方
、
先
着

ω人

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員

会
宮

ω
・
3
5
8
4
・
4
0
8
5
へ
。

主
・
:
主
催
・
共
催

固
:
・
問
い
合
わ
せ

回よむよむラリー
期間 4月23日旧)から5月12日幽

内容 ラリー期間内に、市内の図書

館の本を1冊読むごとにラリー用紙

(期間内に図書館または小学校で配

布)にスタンプを1個押し、 10冊読
んだらゴールです。 1日に押せるス

タンプは5個までです。ゴールした

方には、 用組をしおりにしてプレゼ

ン卜します

対象 小学生

圃 市民図書館ft7184-1110

図

第27固
憲法を事える市原の第い
「憲法改正国民投票法案jの論議

を視野に、劇場から見る “思想と良

心・表現の自由"について憲法を考

えます。映像をまじえた講演です。

日時・場所 5月3日制午後1時
30分から4時、市民会館
講演 「憲法を劇場から考えるJ
講師高橋豊さん(毎日新聞社専門

編集委員)

参加費 無料

主催憲法を考える市民の集い実行

委員会

申し込み 不要(直接会場ヘ)

圃 浜田ft7183-2789

5/2413時~

;:1544単元隊誌55
5/2515時~
円，_，x 川 口 引 明 ~

Z334座 13単元長国~お00円

到す時間午前10時から午後6時

定員 各講座15人(申し込み多数の場合は抽

選、 1人何講座でも受講できます)

申し込み・圃 電話、ファクス、または直接窓

口で4月25日までに市民プラザft7183-2111
削7183-5300ヘ

5500円

講座名 単元数 日時 受講料

Hソコン
5/12 13時~

入門講座
3単元 5/12 15時~ 3500円

5/15 13時~
5/15 15時~

ワード
5/16 13時~

2005講座 5単元 5/16 15時~ 8000円
5/17 13時~
5/17 15時~
5/2010時30分~

エクセル
5/2013時~

2005講座 5単元 5/2015時~ 8000円
5/21 13時~
5/21 15時~

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp

※受講料は、教材費、通信費などを含みます。

包 は「あびこ楽校Jの事業です。
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ぼ
し
ゅ
う

さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
賞

表
彰
候
補
者

対
①
日
常
的
に
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
回

収
な
ど
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
方

②
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
方
表
彰
選
考

の
上
、

5
月
の

「環
境
月
間
」
に
表

彰
し
ま
す
申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
推
薦

す
る
個
人
・
団
体
名
(
自
薦
・
他
薦

問
い
ま
せ
ん
)
、
活
動
内
容
、
推
薦

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、

4
月
初
日
消
印
有
効
で
〒
2

7
0
1
1
1
2
1中
峠
2
2
6
4
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

E
7
1
8
7
・
。

0
1
5
 

身
園
、
受
講
曜
日
を
明
記
し
、

5
月

8
固
ま
で
に
我
孫
子
市
国
際
交
流
協

会

(
A
I
R
A
)
事
務
局
E
7
1
8

3
・
1
2
3
1
m
7
1
8
3
・
2
0

0
5
E
メ
I
ル

E
r
@
0・包門担・
5

(
電
話
は
木
曜
日
を
除
く
)

※
無
料
託
児
あ
り
。

※
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
託
児
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、

A
I
R
A
事
務
局

へ
。臨

時
保
健
師

勤
務
日
時
木
曜
日
ロ
時

1
口

時

勤

務
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
内
容

健
診
・
相
談
業
務
対
保
健
師
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
方
、

1
人

賃

金

時
給
1
3
6
0
円
(
通
勤
手
当
あ
り
)

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
E
7
1
8
5
・
1
1

2
6
へ
。

車
い
す
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

日
毎
月
第
1
・
2
・
3
水
曜
日
叩
時

ー
ロ
時
所
ア
ピ
ス
タ
対
市
内
在

住
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
先
磐
5
人
申
・
圃
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー

E
7
1
8
8
・
0
1
4
1
m
7
1

い

い

だ

ゅ

う

ま

飯
田
悠
真
ち
ゃ
ん

(新々

田・

1
歳

2
カ
月
)

音
楽
巴
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と
が

得
意
。
ま
だ
ま
だ
あ
っ
ぱ
い
が
大

野
ぎ
な
甘
え
ん
拐
の
男
の
手
。

8
8
・
0
2
4
2

※
送
迎
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

下
流
河
川
事
務
所

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

日
7
月
1
日
1
悌
年
6
月
初
日
対

市
の
利
根
川
、
手
賀
川
付
近
に
在
住

の
満
初
歳
以
上
の
方
謝
礼
実
費
程

度
申
・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、
職
業
、
あ
れ
ば
所
属
す
る
団

体
名

(
N
P
Oな
ど
)
、
自
治
体
な

ど
の
地
域
に
密
曲
宿
し
た
活
動
へ
の
参

加
経
験
、
応
募
理
由
、
利
根
川
の
感

想
、
過
去
の
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
経

験
の
有
無
を
明
記
し
、

5
月
8
日
必

婚
で
〒
3
0
2
1
0
0
2
4取
手
市

新
町
1
の
1
の
2
国
士
一交
通
省
利
根

川
下
流
河
川
事
務
所
取
手
出
張
所
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当
官
0
2
9
7

.
花
・

1
2
4
1
m
0
2
9
7
・九

・
7
3
1
3

※
市
役
所
治
水
謀
で
公
募
要
綱
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

あ
び
こ
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

メ
ン
バ
ー
&
コ
I
チ

練
習
日
月
3
回

所

N
E
C我
孫
子

霊
護
ラ
グ
ビ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
対

①
メ
ン
バ
ー
幼
稚
園
年
中

・
年
長
・
:

加
入
、
小
学
校
低
・
中
・
高
学
年
・
:

各
加
入
、

中
学
生
:
・
若
干
名
年
会

費
1
万
円
②
コ
l
チ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
で
き
る
方
(
経
験
・

年
齢
不
問
)
・
:
叩
人
程
度

申
・
圃

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の

水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COD値

平成18年3月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成17年3月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

E
メ
I
ル
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

連
絡
先
、
ラ
グ
ビ
ー
経
験
の
有
無
な

ど
を
明
記
し
、
あ
び
こ
ラ
グ
ビ
ー
ス

ク
ー
ル
E
7
1
8
5
・
7
0
5
5
E

メ
I
ル

g可
1
E
E
W
R
ω
・8
5

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

ひ
ま
わ
り
会
員

日
毎
週
木
曜
日
(
予

g
m時
i
m

時
、
毎
週
火
曜
日
は
自
主
練

習

所

市
民
体
育
館
費
月
額
2
0
0
0円

圃
松
本
宮

7
1
8
8
・
8
6
6
4

※
見
学
歓
迎
。

合
気
道
会
員

日
毎
週
月
・
金
曜
日
目
時

i
m時
加

分
、
毎
週
日
曜
日
比
時
i
M時
所

白
山
中
学
校
武
道
場
対
中
学
生
以

上
、
初
心
者
歓
迎
費
入
会
金
2
0

0
0
円
、
月
額
1
0
0
0
円

申

・

圃
電
話
か
練
習
日
に
直
接
会
場
で
鈴

木
E
7
1
8
5
・
0
6
9
5

パ
ソ
コ
ン
楽
し
み
隊
会
員

所
市
内
中
学
校
、
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
長
寿
大
学
な
ど

内
パ

ソ
コ
ン
講
習
支
援
、
会
員
相
互
の
研

修

対

ワ

l
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ

1
ポ
イ
ン
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ピ
ル

ダ
I
の
ど
れ
か
が
で
き
る
方
費
年

額
1
2
0
0
円
圃
後
藤
宮
7
1
8

か※ 5
ら説
ア明 1
ピ会 2
スを 2
タ 4 8 
で月
干す 26 
Uミ固
ま ω。
す 15
。時

30 
分

|市内交通(人身)事故発生件数 l
(我孫子警察署管内・ 3月31日現在111

5月1日(月)

4月25日ω

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
4
月
お
日

ω日
時
加
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)
所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
4
月
四
日
例

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い
圃
教
育
委
員
会
総
務

課
E
7
1
8
5
・
1
1
1
0

健
一
検
)
診
の
委
託
医
療
機
関
を
追
加

所
ほ
し
の
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
我

孫
子
7
4
7
の
1
8
7
1
8
2
・
7

1
7
1
)

内
生
活
習
慣
病
健
診
、

生
活
習
慣
病
健
診
と
生
活
機
能
評
価
、

前
立
腺
が
ん
健
診
圃
保
健
セ
ン
タ

ー

E
7
1
8
5
・
1
1
2
6

利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
圏
内
オ
フ
ロ
ー
ド
自
転

車
コ
t
ス
の
備
品
等
貸
し
出
し
時
間
延
長

利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
内
オ
ブ
ロ

ー
ド
自
転
寧
コ
I
ス
の
レ
ン
タ
ル
用

自
転
車
(
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
)
等

の
貸
し
出
し
時
聞
を
4
月
沼
田
畑
1

9
月
初
日
出
の
問
(
夏
休
み
は
毎
日
)

は、

9
時

i
m時
に
延
長
し
ま
す
。

な
お
、
そ
れ
以
降
は
調
存
ど
お
り
9

時

i
m時
で
す
。

園
教
育
委
員
会

体
育
課
E
7
1
8
7
・
7
5
5
5

3月の発生件数 52件
今年の発生件数(1月-) 152件
前年同期比 ー10件

3月の死者数 0人
今年の死者数 2人
前年同期比 :t0人
3月の負傷者数 67人
今年の負傷者数 189人
前年同期比 :t0人

このコーナーに掲践を希望する方

!et.広報欄依頼書(市役所広報室

に用意または我掛子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲鷲希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。

掲践する内容はイベン卜名・日B守・

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認式当事

者間で行うようお願いします。

圃広報室含?185・1269

公共施設利用の活動let、優先的に

湯所ガ確保されているちのではあ

りまぜん。

‘' 
講
演
・
催
し

V
絵
て
が
み
講
座

4
・
5
・
6
月

第
3
例
。
ア
ピ
ス
タ
。
講
師
・
霊
星

島
F
ん
(
院
友
)
。
3
0
0
0
円
(
会

3
回
)
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
期
幻
。
.

芹
沢
E
7
1
8
6
・
2
0
2
1

V
江
戸
流
手
打
ち
そ
ぱ
・

講
義
と
実

技

4
月
初
日
制
叩
時
1
日
時
鈎
分
。

湖
北
台
近
セ
。
講
師
・
右
野
忠
秋
さ

ん
(
全
麺
協
認
定
4
段
)
。
先
磐
加

入
。
1
5
0
0
円
(
純
国
産
そ
ば
粉

1
人
5
0
0
g
使
用
)
。
食
農
倶
楽

部
・
友
利
E
7
1
8
7
・
1
7
9
3

V
我
孫
子
ぷ
ら
り
紀
行

4
月
辺
自

国
9
時
却
分
湖
北
駅
南
口
集
合
i
ロ

時
こ
ろ
湖
北
駅
解
散
。

「桐
姫
伝
説
」

の
正
泉
寺
や
八
幡
の
井
戸
な
ど
を
巡

る
。
案
内
:
・「
あ
ぴ
こ
ガ
イ
ド
ク
ラ

ブ
」。
あ
ぴ
こ
雑
学
ね
っ
と
・
都
筑

宮

7
1
8
4
・
5
4
6
4

V
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー

5
月
4

日
側
日
時
1
日
時
加
分
。
市
民
プ
ラ

ザ
。
1
人
1
0
0
0
円
。
ダ
ン
シ
ン

グ
・
ナ
ミ

E
7
1
8
2
・
3
2
8
8

V
第
9
回

「
け
や
き
歌
の
会
」
発
表

会

4
月
幻
自
国
叩
時
開
演
。
湖
北

地
区
公
民
館
。
入
場
無
料
。
「
と
の
」

(
天
王
台
駅
前
)
・
片
山
宮
7
1
8

3
・
5
5
8
0

V
リ
ナ
ッ
ク
ス
入
門
講
座

4
月
幻

日
働
時
時
初
分
i
口
時
初
分
。
ア
ピ

ス
タ
。
講
師
・
:
後
藤
さ
ん
。
先
磐
7

人
。
1
0
0
0
円
。

パ
ソ
コ
ン
持
訪

込
み
可
。
パ
ソ
コ
ン
楽
し
み
隊
・
柴

だ田
宮
7
1
8
4
・
7
7
5
8

V
相
馬
霊
場
八
十
八
カ
所
巡
り

月
お
日
佃
8
時
mw分
戸
田
井
パ
ス
停

広
場
(
取
手
駅
よ
り
大
利
根
交
通
パ

ス
)
集
合

i
u時
こ
ろ
解
散
(
雨
天

中
止
)
。
翌
日
堂
、
福
永
寺
、
か
た

ら
い
の
郷
。
5
0
0
円
。
雨
具
持
参
。

山
崎
君
0
2
9
7
・
π
・
0
3
5
0

V
第
叩
回
花
田
淑
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ

イ
タ
ル

5
月
5
日
細
川
凶
時
開
演
。

東
京
芸
術
劇
場
小
ホ
I
ル
(
池
袋
)
。

女
声
コ
ー
ラ
ス
「
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
(
愛

の
花
)
」
の
指
導
者
の
リ
サ
イ
タ
ル
。

2
0
0
0
円
。
久
保
木
E
7
1
8
4

-
0
1
7
8
 

会
員
・
仲
間
募
集

V
壁
戸
少
年
剣
友
会

毎
週
佃
9
時

初
分
1
日
時
(
雨
天
時
日
時
加
分
1

日
時
)
、
毎
週
附
四
時

i
m時
。
根

戸
小
学
校
体
育
館
。
剣
道
で
明
る
く

強
く
正
し
く
。
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
。
⑨
2
0
0
0
円
。
前
林
君
7
1

6
9
・
2
0
2
8

V
我
孫
子
小
唄
会
会
員

5
月
か
ら

毎
月
第
1
・
3
ω
9時
つ
ロ
時
。
ァ

ピ
ス
タ
ほ
か
。
小
唄
の
積
E

(希
望

者
は
三
味
線
も
可
)
。
先
磐
5
人
。

⑨
3
0
0
0
円
。
5
月
2
日
目
時
i

u時
加
分
ア
ピ
ス
タ
に
て
体
験
有
り
。

音
村
E
7
1
8
3
・
0
4
1
3

V
囲
碁
の
会

「久
保
会
」

毎
月
原

則
第
2
回
目
時

i
u時
。
滝
前
自
治

会
館
。
プ
ロ
棋
士
久
保
秀
夫
さ
ん
(
六

段
)
に
よ
る
指
導
。
囲
碁
経
験
者
、

先
磐
1
人
。
-
回
5
0
0
0
円
。
電

話
で
伊
藤
宮
7
1
8
5
・
2
8
0
8

4 

V
キ
ー
ボ
ー
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
会
員

月
2
因
。
ア
ピ
ス
タ
。
キ
ー
ボ
ー
ド

の
色
々
な
音
を
使
っ
て
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
よ
う
に
演
奏
。
初
級
、

中
級、

初
め
て
の
方
、
高
齢
の
方
で
も
O
K。

見
学
自
由
。
⑨
3
0
0
0
円
。
大
久

保

E
7
1
8
3
・
1
5
9
1

V
英
会
話
を
楽
し
く
学
ぷ
会
毎
週

例
目
時

1
日
時
。
ア
ピ
ス
タ
か
市
民

会
館
。
米
国
人
講
師
。
⑨
4
0
0
0

円
。
神
永
E
7
1
4
9
・
1
6
9
7

V
中
国
語
勉
強
会

毎
週
側
9
時
加

分
1
日
時
加
分
。
湖
北
台
近
セ
。
初

級
N
H
K
ラ
ジ
オ
入
門
講
座
レ
ベ
ル
、

先
磐
5
人
。
⑨
2
0
0
0
円
(
テ
キ

ス
ト
代
別
)
。
福
岡
宮
7
1
4
9
・

2
8
2
0
 

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
室
生
徒

日
・
所
①
火
曜
日
ク
ラ
ス
・
:
5月
9

日
か
ら
毎
週
火
曜
日
叩
時
日
分
i
u

時
必
分
、
ア
ピ
ス
タ
ほ
か
、
②
土
曜

日
ク
ラ
ス
・
:
5月
日
日
か
ら
毎
週
土

曜
日
目
時
必
分
1
日
時
日
分
、
市
民

プ
ラ
ザ
ほ
か
費
無
料
(
テ
キ
ス
ト

代
と
資
料
の
コ
ピ
I
代
は
実
費
)

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー

ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出

守
8
や
③
ちゃれ

大
谷
若
菜
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子

・
1
歳
2
カ
月
)

禽
べ
て
い
る
時
ガ
一
番
幸
せ
!

最
近
、
あ
ま
ま
ご
と
の
ス
プ
ー
ン

ゃ
あ
だ
ま
巴
夢
中
で
ザ
。

V
Tジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
&
ス
ト
レ
ッ
チ

毎
週
樹
四
時
加
分

i
m時
必
分
。
天

王
台
北
近
セ
。
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
と
の

び
や
か
で
強
い
筋
肉
の
た
め
の
ス
ト

レ
ッ
チ
。
⑨
4
0
0
0
円
(
ス
ト
レ

ッ
チ
だ
け
受
け
る
方
⑨
2
8
0
0

円
)
川
又
E
7
1
4
3
・
3
4
5
2

不
周
回
目
情
報

"
語
り
ま
す
"

。
無
料
で

本
子
ど
も
用
食
卓
イ

ス
:
・今
福
宮
7
1
8
5
・
6
3
2

3

申
剣
道
用
防
具
一
式
(
中
学

生
用
)
:
・平
尾
宮
7
1
8
4
・
4

8
7
4

申
灯
油
タ
ン
ク
(
m
M
U

---
島
田
宮
7
1
8
2
・
7
7
3
0

市
子
ど
も
用
自
転
車
(
ピ
ン
ク
-

nm)、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト

(
2

畳
用
)
:
・森
川
君
7
1
8
3
・
2

7
0
4

ホ
イ
ー
ゼ
ル
、
カ
ン
バ

ス
(
初
号
)
:
・山
本
宮
7
1
8
9
・

0
5
6
0
 

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑮=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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植~まつり
4月22日(お・23日(日)元気いっぱい踊 1年生

市内 13小学校で入学式
手賀沼公園

市
で
は
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
緑
と
花
い
っ
ぱ

い
運
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
植
木

ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

庭
木
・
草
花
な
ど
の
即
売
、
「
花

苗
の
無
料
配
布
」、「園
芸
相
登
、
「園

芸
用
ハ
サ
ミ
研
ぎ
」
や
「
一
日
ど
う

ぶ
つ
村
」
を
開
設
し
ま
す
。

日
時

4
月
辺
日
出
・
お
日
側
午
前

日
時
か
ら
午
後
4
時

場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場

(
小
雨
実
施
)

内
容
両
日
開
催
・
:
花
苗
の
無

料
配
布
(
午
前
日
時
・
午
後
1

時
ご
ろ
か
ら
先
着
各
7
5
0

人
)
、
一
日
ど
う
ぶ
つ
村
(
午

前
日
時
か
ら
午
後
4
時
、
休
憩

あ
り
、
雨
天
中
止
)
、
東
日
本

ガ
ス
に
よ
る
苗
木
の
無
料
配
布

(
午
前
日
時
却
分
ご
ろ
か
ら
先

着
2
5
0
人

〈
一
家
族
1
鉢
))、

フ
リ
ー
ス
ロ

I
大
会
(
午
後
3

4月7目、市内13小学校に、 1237

人の新1年生が入学しました。
布佐小学校の新1:年生は、 6年生と

手をつないで入場。担任の先生に一人

ずつ名前をよばれると元気よく返事を

していました(写真)。校長先生は、

i rおはようございますJは、お友だ

ちとすぐに仲良くなれる魔法の言葉で

すJと新1年生に語っていました。

時
)
、
園
芸
相
談
(
随
時
、
-
人
目

分
程
度
)
、
庭
木
、
草
花
、
肥
料
な

ど
の
即
売
会
、
緑
の
基
金
募
金
活
動

泣
日
の
み
・
:
園
芸
用
ハ
サ
ミ
研
ぎ

(
午
前
9
時
加
分
受
け
付
け
、
-
人

1
丁
で
先
着
1
5
0
人
、
大
4
0
0

円
・
小
2
0
0
円
、
包
丁
と
織
は
不

可
)
、
ポ
ニ

l
乗
馬
(
午
前
日
時
か

ら
午
後
4
時
、
時
間
に
よ
り
人
数
制

限
あ
り
、

3
歳
か
ら
8
歳
の
お
子
さ

ん
対
象
、
-
四
回
円
、
小
雨
中
止
)

ス
ー
パ
ー
ボ
l
ル
す
く
い
(
午
後
2

植木まつり会場近くで

ガレーシ。セール
4月23日(日)

ま芝、一つゆきしい街12.
布佐駅東口|こエレベーター・エスカレーターが完成

直国・・屋

時、

1
四
回
円
、

1
人
2
固
ま
で
)

幻
自
の
み
・
:
金
魚
す
く
い
(
午
後
2

時
、
-
四
回
円
、

1
人
2
固
ま
で
)

※
天
候
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
8
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮
0
1
8

0
・
9
9
3
1
8
5
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

圃
公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
5

手賀沼遊歩道に捨てられた、

不幸な犬や猫の避妊去勢手桶な

どの費用を集めるため、ガレー

ジセールを行います。

日時・場所 4月23日旧)午前

9暗から午後3時、ゲートポー

ル場横のガレージ(若松128の

1 ) (小雨実施)
主催 手賀沼わんにゃんクラブ、

我孫子市

圃 公園緑地諜・内線594

3月31目、布佐駅東口にエレベーター
とエスカレーターが完成しました。
エレベーターは、車いす対応型の11人

乗り、工ス力レーターは、人的匠づくと動
き出すセンサー付きで、上り専用です。

また、視覚障害を持つ方が安全で気軽に
駅を利用できるよう、音声誘導装置と誘導

用ブロックも設置されています。

子と司予定ちの笑顔あふれ芝2日間
人形劇まつり!こ 1250人が来場

包

鳥
の
博
物
館

市
民
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト

コ
ル
ク
シ
l
ト
を
色
々
な
烏

の
形
に
切
り
、
板
に
色
を
塗
っ

て
、
羽
や
木
の
実
を
つ
け
て
自

分
だ
け
の
コ
ル
ク
ボ
I
ド
を
作

く
り
ま
す
。

日
時

4
月
勾
日
出
午
後
1
時

か
ら
3
時

場
所
烏
の
博
物
館

対
象
小
学
生
以
上

参
加
費
無
料
(
た
だ
し
入
館

料
が
か
か
り
ま
す
。
小
・
中
学

生
は
無
料
)

申
し
込
み

不
要
(
材
料
が
な

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
)

圃
烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5

.
つ
岳
つ
''-tム
ワ
'
-

4月1・2目、市民会館で、「第9固ちぱ

県人形劇まつり inあぴこJが行われました。
この人形劇は2年ごとに行われ、今年は、

我頚子市とまつり実行委員会の共催で行わ
れ県内から38団体が参加しました。

各会場では、人形劇をはじめ、紙しばい-
大型転しばい(写真)、~絵、手品、読み聞

かせ、クイス大道芸などが行われ、 2日
間で約1250人の来場者で賑わいました。

桜
の
た
よ
り
が
聞
か
れ
る
三
月

の
末
に
、
人
家
の
庭
や
公
園
で
ユ

キ
ヤ
ナ
ギ
が
人
目
を
引
い
て
い
ま

し
た
。
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
は
落
葉
低
木

で
、
関
東
以
西
の
川
岸
の
岩
場
に

自
生
し
て
い
ま
す
。

率
一の
高
さ
は
一

s二
メ
ー
ト
ル
、

花
期
は
三
1
四
月
で
、
細
い
枚
に

短 歌
榊原敦子選

~芸だよ俳句
染谷卓選

あびこ植物図鑑

さ
く
ら
さ
く
ら
琴
の
ひ
び
き
に
涙
出
づ
花
と
遊
び
て
聞
か
む
恩
ひ
に
三
谷
和
夫

{評
}

琴
の
美
し
い
調
べ
は

「さ
く
ら
さ
く
ら
」。
聞
く
者
を
ま
さ
に
花
ふ
る
吋
へ

J
つ

み
つ
ば

春
の
日
が
コ
イ
ル
を
め
ぐ
る
ご
と
く
来
て
三
葉
の
新
芽
け
ふ
め
ざ
め
た
り
津
村
阿
星

一評
}

掛
る
春
を
コ
イ
ル
と
思
う
ま
で
に
幾
一曇
誓
要
し
た
か
。
確
か
に
春
は
帯
電
し
て
い
る
。

少
し
だ
け
昔
が
見
え
る
偽
り
げ
な
き
議
関
一
と

ふ

バ

ス

停

の

名

に

石

河

和

子

手
賀
沼
は
純
の
怒
か
残
る
鴨
わ
れ
も
薬
捨
て
住
み
継
ぎ
て
を
り
川
上
進
也

ゃ

「低
い
鼻
が
高
く
な
っ
た
」
と
喜
ぶ
は
二
十
キ
ロ
痩
せ
し
ベ
ッ
ド
の
老
い
母
渡
辺
詔
子

耳
遠
く
な
り
て
繰
り
返
し
問
ふ
我
に
夫
は
や
さ
し
く
繰
り
返
し
答
ふ
新
堀
孝
女

バ
イ
ク
に
て
桑
名
よ
り
帰
る
と
ふ
孫
の
無
事
祈
り
門
燈
あ
か
あ
か
灯
す
小
出
礼
子

ラ
イ
ブ
ド
ア
、
耐
震
、
談
合
、
牛
肉
と

「四
点
セ
ッ
ト
」
に
論
か
ま
び
す
し
東
海
林
帯
和

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り
ま
す。

「
膏
少
年

(w
m以
下
)
の
部
」
ヘ
応
募
す
る
方
は
、
必
ず
年
齢
そ
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
薗曹
先

一T
2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
司
)
ヘ

残

業

の

父

へ

消

さ

ず

凡

船

か

げ

働

音

田

冬

径

一評
}

雛
の
家
、
子
ら
は
も
品
り
に
つ
い
て
灯
が
残
さ
れ
た
。
そ
れ
は
父
へ
札
予
の
灯
。

近

江

路

の

薪

議

山

笑

ふ

川

上

進

也

一評
}

琵
琶
湖
周
辺
を
巡
る
春
の
旅
。
そ
れ
は
ま
た
歴
史
に
残
る
寺
々
を
訪
う
旅
で
も
あ
っ
た
。

ふ
み
入
れ
て
風
や
は
ら
か
し
仏
の
座
壁
谷
千
鶴
子

お

議

事

の

障

子

を

あ

か

り

と

し

町

田

進

春

雨

や

焚

の

故

地

の

繋

と

嘉

戸

健

治

残
る
鴨
口
八
!
加
の
ご
と
く
足
踏
み
す
渋
谷
多
佳
子

聴

石

を

上

げ

て

水

呼

ぶ

田

代

か

き

岡

村

英

子
犬
追
ひ
子
ら
は
春
野
を
か
け
に
け
り
下
回
文
子

「 青少年 1 
11m歳以下)の 1

11m句・短歌もj
i募集していますl

文-写真佐久間偉行

.~tt.J'''. 
旦辛ヤ?平

(雪柳)

(ばら科)
白
い
五
弁
の
小
花
が
三
1
七
個
か
た

ま
っ
て
つ
き
ま
す
。
花
の
集
ま
り
が
、

枚
上
に
並
ん
で
動
れ
る
と
、
校
全
体

が
花
穂
の
よ
う
に
見
え
て
風
情
が
あ

り
ま
す
。

「朝
よ
り
は
タ
ベ
が
白

」

続

」

(
五
十
嵐
)

花
は
察
一
セ
ン
チ
ほ

ど
で
、
ル
ー
ペ
で
の
ぞ
く

め

と
、
五
本
の
雌
し
べ
と
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
多
く
の

臨
し
ベ
が
見
え
ま
す
。
花

ぴ
ら
は
時
が
経
つ
と
次
第

に
散
り
は
じ
め
、
と
き
に

は
風
に
舞
い
、
あ
る
い
は

雪
の
よ
う
に
散
っ
て
樹
下

を
白
く
し
ま
す
。

こ
ろ

ま
た
、
花
が
盛
り
を
過
ぎ
る
頃
、

葉
が
伸
び
は
じ
め
ま
す
。

雪
柳
の
名
は
、
雪
の
よ
う
に
白

い
小
花
と
、
ヤ
ナ
ギ
の
よ
う
に
細

い
葉
に
由
来
し
ま
す
。

• 

• 
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